
　北秋田市下杉字上清水沢地内で建設が進められていた
北秋田市民病院の竣工式が３月14日行われ、津谷市長ほか

関係者が式典と祝賀会で新病院の完成を祝いました。式
典には秋田県知事、国会議員、医療関係者、工事関係者、市
及び厚生連関係者など約140人が出席。神事のあと、正面
玄関前で津谷市長、佐竹知事など10人でテープカットを行
いました。

北秋田市民病院が竣工
　　　　
北秋田市民病院が竣工
　　　　～２１科、医師１５人でスタート～～２１科、医師１５人でスタート～
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◇
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成 

◇
徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た
行
財
政
運
営 

◇
県
と
の
連
携
に
よ
る
市
税
収
納
率
の
向
上 

◇
行
政
懇
話
会
等
の
開
催
に
よ
る
市
民
と
の
対
話
推
進 

◇
２
次
ア
ク
セ
ス
実
証
運
行
等
に
よ
る
秋
田
内
陸
線
の
利
用
促
進 

◇
市
民
病
院
へ
の
バ
ス
路
線
の
一
部
変
更
と
増
便 

◇
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
推
進 

◇
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
き
め
細
か
な
情
報
提
供 

◇
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備 

  

■
ご
み
・
廃
棄
物
処
理
な
ど 

◇
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
の
推
進 

◇
廃
棄
物
処
理
施
設
の
安
全
で
経
済
的
な
運
用 

■
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
・
消
防 

◇
交
通
安
全
運
動
の
啓
発
と
交
通
事
故
の
減
少
・
撲
滅
へ
の
取
り
組
み 

◇
交
通
指
導
隊
及
び
防
犯
指
導
隊
へ
の
活
動
支
援 

◇
有
事
に
お
け
る
避
難
指
示
等
防
災
体
制
の
徹
底 

◇
救
急
救
命
講
習
会
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
開
催
と
啓
発 

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進 

◇
消
防
署
本
署
へ
の
副
署
長
配
置
に
よ
る
指
揮
命
令
系
統
の
体
制
強
化 

◇
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化 

◇
消
防
団
員
の
教
育
訓
練
、
消
防
施
設
の
充
実 

■
総
合
窓
口
課
・
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー 

◇
市
役
所
各
課
と
の
円
滑
な
連
携
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

  

■
観
光 

◇
21
年
度
策
定
「
市
観
光
振
興
推
進
計
画
」
の
運
用 

◇
秋
田
県
種
苗
交
換
会
の
機
会
を
活
用
し
た
観
光
情
報
及
び
特
産
品
等

の
県
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ 

◇
東
北
新
幹
線
延
伸
効
果
を
踏
ま
え
た
観
光
産
業
の
育
成 

◇
森
吉
山
ダ
ム
完
成
を
見
越
し
た
誘
客
体
制
の
強
化 

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
観
光
情
報
の
提
供 

■
商
工
業 

◇「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時
対
策
基
金
事
業
」
等
の
活
用
推
進 

◇
既
存
企
業
の
支
援
と
企
業
誘
致
活
動
の
推
進 

◇
商
工
会
、
物
産
協
会
へ
の
支
援 

  

◇
第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会（
主
催
・
秋
田
県
農
業
協
同
組
合
中

央
会
）開
催
に
伴
う
協
力
体
制
の
推
進
と
農
産
品
ほ
か
市
の
Ｐ
Ｒ 

◇「
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現 

◇
圃
場
整
備
、
用
水
路
改
修
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の
整
備 

◇
畑
作
園
芸
に
お
け
る
戦
略
作
物
の
普
及
拡
大 

◇
む
ら
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ
る
生
産
基
盤
と
生
活
環
境
の
整
備 

◇「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
事
業
」
へ
の
支
援 

◇
各
種
事
業
を
活
用
し
た
森
林
資
源
の
適
切
な
育
成
と
良
質
材
の
生
産 

■
総
務
・
企
画
・
財
政
・
広
報
な
ど

■
農
林
業 

■
観
光
・
商
工
業 

■
生
活
環
境
・
防
犯
・
防
災
な
ど 

【
22
年
度
の
主
な
事
業
の
一
部
】 

 

今年度は  

　こうして 
　まちづくりを 
　進めます 

  

■
小
中
学
校 

◇
阿
仁
合
小
校
舎
、
阿
仁
中
校
舎
等
耐
震
補
強
工
事
の
実
施 

◇
23
年
度
着
工
に
向
け
た
米
内
小
新
校
舎
と
25
年
度
着
工
に
向
け
た
合

川
４
小
学
校
統
合
校
舎
建
設
の
た
め
の
設
計
及
び
協
議
の
推
進 

◇
安
全
確
保
事
業
「
ハ
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
運
動
」
の
実
施 

◇
郷
土
の
自
然
、
文
化
に
親
し
む
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
推
進 

◇
自
立
支
援
事
業
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
の
推
進 

◇
外
国
語
指
導
助
手
の
配
置
に
よ
る
英
語
・
国
際
理
解
教
育
の
充
実 

◇
山
村
留
学
事
業
及
び
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
の
事
業
継
続 

◇
地
場
産
食
材
を
取
り
入
れ
た
学
校
給
食
の
推
進 

■
幼
稚
園 

◇
幼
児
教
育
の
充
実
と
入
園
者
の
確
保 

■
高
等
学
校 

◇
こ
こ
ろ
豊
か
で
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ

く
り
と
き
め
こ
ま
か
な
学
習
指
導
、
進
路
指
導
等
の
充
実 

◇
23
年
度
４
高
校
の
統
合
に
伴
う
集
大
成
と
し
て
の
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り 

  

■
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
な
ど 

◇
生
涯
学
習
等
の
振
興
の
た
め
、
諸
施
策
の
取
り
組
み 

◇
文
化
施
設
の
積
極
活
用
に
よ
る
民
俗
芸
能
等
地
域
文
化
の
振
興 

◇
文
化
財
の
保
存
活
用
法
の
模
索
と
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り 

◇
森
吉
山
ダ
ム
関
連
遺
跡
出
土
品
の
収
蔵
保
管
と
企
画
展
示 

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
に
係
る
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み 

◇
図
書
館
の
児
童
図
書
の
充
実 

◇
胡
桃
館
遺
跡
に
係
る
国
指
定
史
跡
を
目
指
し
た
取
り
組
み 

◇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
安
全
な
生
活
・
遊
び
の
場
提
供 

■
公
民
館 

◇
市
民
の
要
望
に
応
え
た
各
種
講
座
の
開
設
と
学
習
情
報
の
提
供 

  

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等 

◇
「
あ
い
あ
い
ク
ラ
ブ
鷹
巣
」
「
小
猿
部
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
「
森
吉
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
等
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
推
進 

◇
体
育
館
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
等
各
施
設
の
整
備
と
一
層
の
充
実 

◇
市
民
プ
ー
ル
等
指
定
管
理
施
設
の
適
正
指
導 

  

■
都
市
計
画
・
道
路
河
川 

◇
日
沿
道
「
二
ツ
井
白
神
〜
あ
き
た
北
空
港
IC （
仮
称
）
」
事
業
化
及
び

「
鷹
巣
大
館
道
路
」
早
期
完
成
へ
の
要
望
活
動
推
進 

◇
阿
仁
地
区
畑
町
団
地
の
整
備
推
進 

◇
既
存
市
営
住
宅
に
お
け
る
維
持
補
修
、
火
災
報
知
機
の
設
置 

◇
摩
当
〜
向
黒
沢
線
道
路
改
良
の
着
手 

◇
大
野
台
幹
線
道
路
改
良
、
石
坂
大
渕
線
舗
装
補
修
工
事
等
計
画
策
定 

■
下
水
道 

◇
鷹
巣
・
合
川
・
阿
仁
合
処
理
区
で
の
面
整
備
工
事
の
継
続 

◇
鷹
巣
処
理
区
で
の
費
用
効
果
等
事
業
再
評
価 

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
に
お
け
る
道
城
地
区
機
能
調
整
工
事 

◇
浄
化
槽
整
備
事
業
に
よ
る
汚
水
処
理
推
進 

■
上
水
道 

◇
緊
急
連
絡
管
敷
設
工
事
、
下
家
下
排
水
管
敷
設
工
事
の
施
工 

■
簡
易
水
道 

◇
排
水
管
敷
設
、
機
器
更
新
に
よ
る
水
道
水
の
安
定
供
給 

◇
森
吉
・
阿
仁
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
の
整
備
推
進 

  

◇
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動
計
画
後
期
計
画
」
に
よ
る
安
心

し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
環
境
の
環
境
整
備 

◇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実 

◇
母
子
父
子
家
庭
へ
の
就
業
支
援 

◇「
ハ
ー
ト
フ
ル
倶
楽
部
」
に
よ
る
、
出
会
い
の
場
創
出
と
支
援 

◇「
第
２
期
福
祉
計
画
」
に
も
と
づ
く
各
種
障
害
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
施 

◇
き
め
こ
ま
か
な
相
談
支
援
に
よ
る
生
活
保
護
支
援 

◇
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
へ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置 

  

■
保
健 

◇
生
活
習
慣
病
予
防
を
徹
底
す
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
支
援 

◇
自
殺
予
防
対
策
「
こ
こ
ろ
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
」 

◇
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
、
感
染
症
予
防
事
業
の
推
進 

◇
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
介
護
支
援
事
業 

■
医
療 

◇
市
民
病
院
開
院
に
伴
う
指
定
管
理
者
へ
の
適
正
指
導
と
医
師
確
保 

◇「
医
療
構
想
策
定
委
員
会（
仮
称
）」
の
設
置 

◇
公
立
米
内
沢
病
院
の
市
民
病
院
へ
の
一
部
機
能
統
合
（
22
年
度
末
で

の
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
の
解
散
） 

◇
阿
仁
病
院
及
び
合
川
診
療
所
の
健
全
経
営 

■
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
上
下
水
道 

■
福
祉 

■
保
健
・
医
療 

■
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
市
立
高
校 

■
生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動 

■
ス
ポ
ー
ツ
関
係 

●平成22年度施政方針 

▲
 

４
月
５
日
か
ら
外
来
診
療
が
始
ま

る
北
秋
田
市
民
病
院
。
医
師
確
保

と
と
も
に
、
市
医
療
構
想
の
見
直

し
を
進
め
ま
す
。 

 ▲
 

今
秋
、
第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗

交
換
会
が
北
秋
田
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
（
写
真
は
平
成
４
年
に
旧
鷹

巣
町
で
開
催
さ
れ
た
第
１
１
５
回

交
換
会
で
の
農
産
品
展
示
会
場
） 

 ▲
 

胡
桃
館
遺
跡
の
国
指
定
史
跡
を
目

ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
（
写

真
は
発
掘
当
時
） 



一般会計予算の内訳
歳入のその他の内訳

使用料及び手数料 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

財産収入 

利子割交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

寄附金 

交通安全対策特別交付金 

配当割交付金 

株式等譲渡所得割交付金 

繰入金 

繰越金 

 

2億2842万円 

5016万2千円 

4719万9千円 

1847万9千円 

1253万9千円 

757万7千円 

2千円 

533万3千円 

59万1千円 

46万8千円 

3336万6千円 

1千円 

歳出のその他の内訳 

議会費 

労働費 

災害復旧費 

諸支出金 

予備費 

 

1億6493万4千円 

1億9727万4千円 

2317万8千円 

2625万9千円 

2000万円 

◆水道事業会計、病院事業会計を除く。 

（単位：千円） 

◆平成21年度予算額（現計）は、３月定例議会において可決された補正後の予算額。 

歳入

その他 
4億413万円 
（2.1%） 

分担金及び負担金 
3億9193万円 
（2.0%） 

地方譲与税 
2億6866万6千円 
（1.4%） 

市債 
17億6410万円 
（9.1%） 

国庫支出金 
14億4957万3千円 
（7.5%） 

諸収入 
6億813万2千円 
（3.1%） 

県支出金 
11億5235万7千円 
（5.9%） 

市税   
27億8616万 

2千円 
（14.3%） 

地方交付税 
103億 

315万円 
（53.0%） 

地方消費税交付金 
3億433万9千円 
（1.6%） 

国 民 健 康 保 険  

国民健康保険合川診療所 

老 人 保 健  

介 護 保 険  

介 護 サ ー ビ ス 事 業  

簡 易 水 道  

農 業 集 落 排 水 事 業  

下 水 道 事 業   

特定地域生活排水処理事業 

後 期 高 齢 者 医 療  

阿 仁 診 療 所  

19,432,546 
4,161,059 
226,581 
4,194 

4,523,349 
129,181 
792,016 
437,764 
1,542,968 
35,214 
426,930 
394,550 
1,007 
3,014 
1,501 
2 

965 
7,139 
28,607 
3,331 
1,165 

12,720,537 
32,153,083 

坊 沢  

綴 子  

　 栄 　  

沢 口  

七 日 市  

米 内 沢  

前 田  

阿 仁 合  

大 阿 仁  

△1.4 
5.2 

△5.0 
△72.8 
5.2 
0.4 
△9.1 
△23.0 
2.3 
9.8 
△2.3 
皆増 
0.1 
0.0 

△64.9 
△33.3 
8.1 
4.1 
△8.2 
△0.6 
0.3 
5.1 
1.0 

一 般 会 計  

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計 

財
　
　
　
産
　
　
　
区 

区 　 　 　 分  22年度予算額 
21年度予算額 

特 別 会 計 合 計  

増減率％ 

19,717,933 
3,953,862 
238,579 
15,404 

4,299,168 
128,689 
871,237 
568,237 
1,507,777 
32,063 
437,189 

 
1,006 
3,014 
4,272 
3 

893 
6,861 
31,171 
3,351 
1,162 

12,103,938 
31,821,871

22,746,435 
4,179,268 
242,952 
21,403 

4,406,296 
128,689 
895,345 
507,846 
1,470,877 
32,183 
433,347 

 
43,983 
65,144 
64,145 
1,978 
26,940 
38,752 
168,167 
14,174 
2,903 

12,744,392 
35,490,827 

当　初 当　初 現　計 現　計 

合 　 　 　 　 計  

△14.6 
△0.4 
△6.7 
△80.4 
2.7 
0.4 

△11.5 
△13.8 
4.9 
9.4 
△1.5 
皆増 
△97.7 
△95.4 
△97.7 
△99.9 
△96.4 
△81.6 
△83.0 
△76.5 
△59.9 
△0.2 
△9.4 

衛生費  
23億4213万 

5千円 
（12.1%） 

歳出

教育費 
21億547万5千円 
（10.8%） 

総務費 
19億2368万3千円 
（9.9%） 

農林水産業費 
8億3945万9千円 
（4.3%） 

土木費 
17億5818万1千円 
（9.1%） 

消防費 
9億1941万9千円 
（4.7%） 

商工費 
5億8366万6千円 
（3.0%） 

その他 
4億3164万5千円 
（2.2%） 

民生費  
55億4274万 

4千円 
（28.5%） 

公債費  
29億8613万 

9千円 
（15.4%） 

主 な 事 業（一般会計◆１千万円以上）

平成２２年度末各種基金残高見込額

基金名称 

財政調整基金 

減債基金 

まちづくり基金 

地域福祉基金 

中山間ふるさと水と土保全基金 

森吉山環境保全管理基金 

地域振興基金 

土地開発基金 

国民健康保険財政調整基金 

介護保険財政調整基金 

介護従事者処遇改善臨時特例基金 

簡易水道事業減債基金 

農業集落排水事業債償還基金 

高額療養費貸付基金 

奨学金基金 

介護給付費等貸付基金 

特別導入事業基金 

合　　計 

残高見込額 

6億6354万2千円 

9318万6千円 

7万5千円 

8万8千円 

2744万7千円 

323万3千円 

24億3395万9千円 

4億8768万5千円 

4億2525万円 

2億8310万9千円 

2万7千円 

9068万5千円 

3638万7千円 

990万7千円 

3734万5千円 

1800万円 

1326万円 

46億2318万5千円 

歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税 

市が徴収する税 

事業等のための市の借入金 

国・県から目的により負担金、補助

金、委託金として交付される支出金 

基金、特別会計からの繰入金 

地方交付税 

市 税  

市 債  

国・県支出金 

 

繰 入 金  

歳出項目の用語解説

高齢者、障害者、児童福祉など福祉

全般の費用 

市が事業のため借り入れたお金の返済金 

学校、幼稚園、各種教育施設の整備

生涯学習、公民館などの費用 

職員、庁舎管理、選挙などの費用 

道路等の建設費用 

ゴミ処理、基本健診などの費用 

農林業等の費用 

消防防災などの費用 

商工業振興などの費用 

民 生 費  

 

公 債 費  

 

教 育 費  

総 務 費  

土 木 費  

衛 生 費  

農林水産費 

消 防 費  

商 工 費  

広報広聴費 

生活バス路線運行維持事業 

秋田内陸線運営事業 

電算システム運用費 

自治活動推進費 

交通安全対策費 

防犯対策費 

参議院議員通常選挙費 

指定統計調査費（国勢調査等） 

社会福祉協議会補助金 

国民健康保険特別会計繰出金 

介護保険特別会計繰出金 

介護サービス特別会計繰出金 

障害者福祉費 

福祉医療費給付事業費 

後期高齢者医療特別会計繰出金 

児童措置費 

児童福祉施設費 

児童館費 

生活保護費 

保健事業費 

予防費 

母子保健事業費 

生活環境施設組合負担金 

浄化槽設置事業費 

生活排水処理事業特別会計繰出金 

塵芥処理費 

北秋田市周辺衛生施設組合負担金 

クリーンリサイクルセンター費 

簡易水道特別会計繰出金 

北秋田市上小阿仁村病院組合負担金 

北秋田市民病院負担金 

阿仁診療所特別会計負担金 

緊急雇用創出事業費 

ふるさと雇用基金事業 

中山間地域等直接支払交付金事業費 

農業夢プラン応援事業 

村づくり交付金事業費 

農地・水・環境保全事業交付金 

農業集落排水事業特別会計繰出金 

林道整備事業 

里山エリア再生交付金事業 

地域振興事業補助金 

企業誘致対策費 

道路維持費 

道路新設改良費 

公営住宅整備事業 

下水道事業特別会計繰出金 

外国青年招致事業費 

学童研修センター運営費 

小学校費 

中学校費 

高等学校費 

幼稚園費 

伊勢堂岱遺跡発掘調査事業費 

公民館費 

図書館費 

保健体育費 

農林水産業施設災害復旧費 

公共土木施設災害復旧費 

 

16,615 

63,070 

82,572 

82,751 

13,427 

13,860 

10,130 

34,475 

19,449 

59,700 

223,733 

685,212 

112,457 

631,992 

257,931 

128,862 

965,619 

599,804 

83,386 

627,791 

65,456 

29,123 

33,610 

134,695 

28,656 

16,391 

94,866 

122,381 

210,572 

182,099 

407,572 

603,652 

80,000 

53,491 

80,535 

25,731 

27,021 

83,697 

31,905 

204,939 

10,268 

25,954 

13,000 

23,869 

552,847 

281,972 

85,005 

574,915 

23,376 

18,684 

386,734 

209,008 

302,290 

25,494 

28,719 

115,231 

31,200 

493,188 

12,656 

10,522

単位：千円
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北
秋
田
市
民
病
院
の
竣
工
式
が
３
月
14
日
、

同
病
院
で
行
わ
れ
、
津
谷
市
長
ほ
か
関
係

者
が
式
典
と
祝
賀
会
で
新
病
院
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。 

　
病
院
本
体
は
同
年
８
月
に
完
成
し
て
い

ま
し
た
が
、
医
療
機
器
及
び
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
間
に
合
わ
な
い
な
ど
の

事
情
に
よ
り
22
年
４
月
に
開
院
が
延
期
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
指
定
管
理
に
つ
い
て

も
度
重
な
る
協
議
を
行
い
、
昨
年
10
月
に

基
本
協
定
を
締
結
、
紆
余
曲
折
を
経
て
こ

の
日
の
竣
工
式
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
市
及
び
県
、
厚
生
連
、

医
療
関
係
者
な
ど
約
１
４
０
人
が
出
席
。

神
事
の
あ
と
、
正
面
玄
関
前
で
津
谷
市
長
、

佐
竹
知
事
な
ど
10
人
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
ま
し
た
。 

　
竣
工
式
典
で
津
谷
市
長
は
「
病
院
は
完

成
し
た
が
、
医
師
確
保
な
ど
地
域
医
療
の

充
実
は
永
続
的
な
課
題
。
間
も
な
く
４
月

１
日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
一
日
も
早
く

市
民
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
医
療
体
制
を

築
き
た
い
。
指
定
管
理
者
の
厚
生
連
に
は
、

健
全
な
経
営
と
良
質
な
医
療
の
提
供
に
つ

い
て
尽
力
し
て
ほ
し
い
。
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
が
、
地
域
住
民
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
努
力
し
た
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
来
賓
の
佐
竹
知
事
は
「
県
で
は
、
こ
の

ほ
ど
策
定
し
た
地
域
医
療
再
生
計
画
に
よ
り
、

来
年
度
か
ら
各
地
域
に
お
け
る
医
療
体
制

の
再
構
築
を
め
ざ
す
。
医
師
不
足
な
ど
大

き
な
課
題
も
あ
る
が
、
北
秋
田
市
民
病
院

を
中
核
と
す
る
市
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

も
全
力
で
支
援
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
出
席
者
ら
は
市
内
の
ホ
テ
ル

に
会
場
を
移
し
、
竣
工
祝
賀
会
で
病
院
の

完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

内科 

小児科 

外科 

整形外科 

産婦人科 

脳神経外科 

循環器内科 

心臓血管外科 

耳鼻咽喉科 

泌尿器科 

歯科口腔外科 

神経内科 

精神科 

眼科 

皮膚科 

形成外科 

診療科 月 火 水 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

木 金 備　考 

再来は予約制 

再来は予約制 

北秋田市民病院の外来診療体制 北秋田市民病院の外来診療体制 

診療時間 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～10時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時00分 

13時30分～15時30分 

8時30分～11時00分 

8時30分～ 9時30分 

8時30分～11時00分 

14時30分～15時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～10時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

14時30分～15時30分 

8時30分～11時30分 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ 

○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

再来は予約制 

再来のみ受付 

※１ 

※２ 

◆救急対応等で受付時間等 

が変更となる場合がありま 

す。 

※１ 精神科で４月に初診の 

方は予約制です。受診の際 

は、事前に外来窓口にお知 

らせください。 

※２ 眼科で米内沢病院から 

紹介の方は、４月～６月ま 

で受診日が決まっています。 

外来窓口でご確認ください。 

内科 

小児科 

人工透析 

脳神経外科 

診療科 月 火 水 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

木 金 

米内沢病院の外来診療体制 米内沢病院の外来診療体制 

診療時間 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

8時30分～11時30分 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

○ 

○ ○ 

土 

○ 

○ 

（４月５日～） 

（４月１日～） 

※土日休診 

※整形外科は医師不在のため当分の 
間新規の受付はしませんが、お薬の 
処方、リハビリ継続を行います。 
※再来受付機の受付開始時間は午前 
８時です。 

※土曜日は、第１、第３、第５が診 
療日です。 

▲関係者ら約１４０人が出席した北秋田市民 

病院竣工式（市民病院エントランスホール） 

市民病院の受付～診療～会計までの流れ 市民病院の受付～診療～会計までの流れ 市民病院の受付～診療～会計までの流れ 

正
面
玄
関 

玄関ホール 
（２階） 

総合 
案内  

バス  
待合  

守 衛 室  

北
欧
モ
ー
ル 

北
欧
プ
ラ
ザ 

食　　堂 

ＭＲＩ室・ＣＴ室・ 

ＲＩ室・Ｘ線ＴＶ室・ 

血管撮影室・ 

レントゲン室 

再　来 
受付機 

ＦＡＸ 
コーナー 

事務室  

調剤室等  

階段  エ　レ 
ベータ 

階
段 

診
療
待
合 

診
療
待
合 

診
療
待
合 

診
療
待
合 

内　科 

眼　科 

脳神経外科 

エコー室 内視鏡室 

※
泌
尿
器
科
・
産
婦
人
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
精
神
科
は
３
階
で
す
。総
合
案
内
で 

　
場
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

③ 
④ ⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 

⑧ 

⑧ 

※ 

総合  
受付  

初診  
受付  

会計  

投薬  

売店 

 

 

病
院
２
階
見
取
図 

※
正
面
玄
関
は
２
階
で
す 

北
側
駐
車
場 

南側 
駐車場 

正面玄関 
　③ 

北秋田市民病院 北秋田市民病院 

Ｈ 
職員 
駐車場 

① 

① 
▼ 

② 

② 

至
鷹
巣 

至
下
杉 

至大野台駅 

至森吉 

▼
 

①入口・・・鷹巣・下杉線と大野台駅・森吉線からの２か所となります。（図１のとおり） 

②無料駐車場・・・南側駐車場（１６６台、車いす用１３台）と北側駐車場（４１８台）の２か所となります。 

③正面玄関・・・市民病院２階となります。夜間の救急外来時にもこちらから入ります。 

④総合案内・・・外来診療及び入院等、総合的に案内します。 

⑤総合受付・・・初診の方や受診する科が分からない方に、診療科などを 

　案内します。 

⑥初診受付・・・初診の方の受付を行います。 

　　　　　　（受付時間　７：３０～１１：３０、１３：００～１５：３０） 

⑦再来受付・・・再来受付機による受付を行っています。再来受付機から 

　発行される受付票（番号）を持参し、各診療待合でお待ち下さい。 

　　　　　　（受付時間　７：３０～１１：３０、１３：００～１５：３０） 

⑧診療待合・・・受付番号が表示されます。表示に従い受診となります。 

　　　　　　（再来の方は、保険証の確認を行います） 

⑨会計・・・診療終了後、会計前でお待ち下さい。 

※ＦＡＸコーナー・・・院外薬局にＦＡＸで処方箋を送信することができます。 

図１ 

小　児　科 

皮 膚 科 
形成外科 整形外科 

歯　　科 
口腔外科 

中央処置室 

外　科 心臓血管外科 循環器内科 

放
射
線
受
付 
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　東京大空襲から65年目の３月10日、上野

駅の地下道で亡くなった戦災孤児たちの供

養の集いを開いた豊村政吉さん（右から３人目） 

　孤児たちと豊村さん。消防器具置き場の２

階を戦災孤児の家として間借りしていました。 

　
本
市
宮
前
町
の
豊
村
政
吉
さ
ん
（
82
）

が
３
月
10
日
、
東
京
・
上
野
駅
の
地
下
道

で
、
終
戦
直
後
、
戦
火
で
焼
け
出
さ
れ

て
孤
児
と
な
り
栄
養
失
調
な
ど
で
亡
く

な
っ
た
孤
児
た
ち
の
供
養
の
集
い
を
営

み
ま
し
た
。 

　
　
　
◇
　
　
　
◇ 

　
豊
村
さ
ん
は
、
戦
後
の
混
乱
期
、
上
野

で
路
頭
に
迷
っ
て
い
た
孤
児
た
ち
を
鷹

巣
に
連
れ
帰
り
世
話
を
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。孤
児
が
最
も
多
く
生
ま
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
１
９
４
５
年
３
月
10

日
の
東
京
大
空
襲
か
ら
65
年
目
に
あ
た

る
こ
の
日
を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、孤
児

や
当
時
援
護
活
動
に
関
わ
っ
た
人
た
ち

に
呼
び
か
け
て
開
い
た
も
の
で
す
。 

　
上
野
駅
で
は
、当
時
孤
児
た
ち
で
あ
ふ

れ
か
え
っ
て
た
地
下
道
入
り
口
付
近
に

供
物
を
添
え
、「
多
く
の
孤
児
た
ち
の
御

霊
を
安
ら
か
に
、永
遠
の
平
和
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
」と
追
悼
文
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。 

 

■
路
頭
に
迷
う
子
ど
も
た
ち
を
秋
田
に 

　
豊
村
さ
ん
は
終
戦
後
兵
役
を
終
え
る

と
ふ
る
さ
と
の
旧
下
大
野
村（
後
の
合
川

町
）
に
戻
り
郵
便
局
に
勤
め
ま
す
が
、
沖

縄
に
出
征
し
た
兄
の
消
息
を
尋
ね
る
た

め
退
職
し
ま
す
。半
年
後
に
兄
の
戦
死
を

知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、捜
索
の
過
程

で
復
員
兵
や
旧
植
民
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
者
の
帰
還
を
支
援
す
る
思
い
が
募
り
、

「
在
外
父
兄
救
出
学
生
同
盟
」
の
一
員
と

な
っ
て
援
護
活
動
に
従
事
し
ま
す
。 

　
昭
和
21
年
に
は
同
連
盟
の
支
援
団
体「
引

揚
援
護
大
館
学
生
青
年
同
盟
」を
立
ち
上

げ
、県
北
の
旧
制
中
学
５
校
の
生
徒
と
と

も
に
活
動
を
展
開
し
ま
す
。鷹
ノ
巣
駅
前

な
ど
で
の
案
内
の
ほ
か
、引
き
揚
げ
港
だ

っ
た
京
都
・
舞
鶴
港
や
函
館
港
に
県
の
担

当
者
と
と
も
に
赴
き
、秋
田
出
身
者
を
列

車
に
乗
せ
て
引
き
揚
げ
者
の
世
話
を
し

ま
し
た
。特
に
舞
鶴
に
は
昭
和
36
年
に
集

団
引
き
揚
げ
が
終
わ
る
ま
で
何
度
と
な

く
足
を
運
び
ま
し
た
。 

　
舞
鶴
か
ら
の
帰
路
、降
り
立
っ
た
上
野

駅
周
辺
は
焼
け
野
原
で
し
た
。東
京
大
空

襲
な
ど
で
親
を
失
い
引
き
取
り
手
が
な

く
な
っ
た
戦
災
孤
児
た
ち
が
あ
ふ
れ
か

え
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
惨
状
を
見
る
に
見
か
ね
、「
ご
は
ん
食

べ
た
い
」
「
お
金
ち
ょ
う
だ
い
」
と
寄
っ

て
く
る
子
ど
も
た
ち
に「
秋
田
に
来
な
い

か
。秋
田
に
い
け
ば
銀
シ
ャ
リ（
白
米
）が

た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
ぞ
」と
声
を
か
け

た
の
が
活
動
の
始
ま
り
で
し
た
。そ
の
後

も
上
野
に
立
ち
寄
る
た
び
に
な
つ
い
て

く
る
孤
児
は
増
え
、子
ど
も
た
ち
を
秋
田

に
連
れ
帰
り
ま
し
た
。 

 
■
世
話
し
た
孤
児
延
べ
３
０
０
人
以
上 

　
「
戦
災
孤
児
の
家
」
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
安
住
の
地
と
な
っ
た
の
は
、当
時
鷹

巣
町
か
ら
無
償
で
間
借
り
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
た
消
防
器
具
置
き
場
の
２
階
。現

在
の
秋
田
銀
行
鷹
巣
支
店
の
場
所
に
あ

り
ま
し
た
。多
い
時
で
10
人
ほ
ど
が
住
み

ま
し
た
が
、入
れ
替
わ
り
も
激
し
く
一
週

間
ほ
ど
で
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
子

が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
町
が

町
営
住
宅
と
し
て
建
て
て
く
れ
た
木
造

平
屋
建
て
の「
少
年
の
家
」に
移
り
ま
す
。 

　
米
は
農
家
か
ら
分
け
て
も
ら
い
、ダ
イ

コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
を
畑
で
作
り
ま
し
た
。

生
活
費
は
子
ど
も
た
ち
が
靴
磨
き
で
稼

い
だ
ほ
か
、
学
生
や
青
年
会
、
婦
人
会
な

ど
が
街
頭
募
金
で
集
め
た
寄
付
金
を
充

て
ま
し
た
。や
が
て
妻
キ
ク
さ
ん
と
印
刷

会
社
を
興
し
そ
の
収
入
も
つ
ぎ
込
み
ま

し
た
。 

　
「
け
ん
か
や
万
引
き
、
窃
盗
で
学
校
や

警
察
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。し
か
し
、夜
中
に「
母

さ
ん
」と
う
な
さ
れ
て
叫
ぶ
子
ど
も
た
ち

を
叱
る
こ
と
は
で
き
ず
、仲
良
く
暮
ら
そ

う
と
諭
す
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
」と

そ
の
頃
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
。 

　
そ
の
後
、子
ど
も
た
ち
は
就
職
や
引
き

取
ら
れ
て
最
後
の
一
人
が
巣
立
っ
た
の

は
昭
和
35
年
頃
の
こ
と
で
し
た
。引
き
揚

げ
孤
児
を
含
め
、世
話
し
た
子
ど
も
の
数

は
３
０
０
人
を
越
え
て
い
ま
し
た
。 

　
豊
村
さ
ん
は
「
誰
も
が
貧
し
く
、
せ
い

い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
た
。
し
か
し
、
困
っ

て
い
る
と
誰
か
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
た
い
い
時
代
だ
っ
た
。孤
児
や
難
民
を

生
み
出
す
よ
う
な
戦
争
は
二
度
と
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

　
昨
年
か
ら
市
が
建
設
を
進
め
て
い
た

浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー
と
今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー

の
竣
工
式
が
３
月
上
旬
に
行
わ
れ
、地
区

住
民
が
真
新
し
い
交
流
施
設
の
完
成
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。 

　
い
ず
れ
も
、地
域
の
木
材
利
用
及
び
木

材
産
業
体
制
の
整
備
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、国
の
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
づ
く
り
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、秋

田
の
木
・
利
用
促
進
木
造
公
共
施
設
等
整

備
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
施
設
は
木
造
平
屋
建
て
で
浦
田
交
流

セ
ン
タ
ー
は
延
べ
床
面
積
が
３
０
１
・
96

㎡
。今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
は
２
６
４
・
99
㎡
。

大
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、調
理
器
具
を
備
え
た

実
習
室
や
研
修
室
を
備
え
て
い
ま
す
。 

　
構
造
体
に
は
地
域
で
産
出
し
、地
域
の

工
場
で
製
材
さ
れ
た
秋
田
杉
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
、木
の
ぬ
く
も
り
と
杉
の
香

り
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

　
竣
工
式
は
浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー
が
６
日
、

今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
が
７
日
に
行
わ
れ
、

こ
の
う
ち
浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

で
は
柳
山
敏
幸
浦
田
自
治
会
長
が
、「
交

流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、会
員
と
も
に
安

全
安
心
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。津
谷
市
長
は
、「
小
さ
い
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま
で
大
い
に

利
用
し
て
ほ
し
い
。交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
た
地
域
活
動
で
健
康
で
生
き
生

き
と
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」

と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

▲浦田と今泉の地域活動の拠点となる交流セ

ンター。入口にはＰＲ看板も設置されました 

２
月
16
日（
火
）▽
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
同
） 

２
月
17
日
（
水
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
公
立

米
内
沢
総
合
病
院
）▽
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
労
働
組
合
団
体
交
渉（
同
） 

２
月
23
日（
火
）▽
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議
初
日（
議
事
堂
） 

２
月
25
日（
木
）▽
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議
一
般
質
問（
同
）▽
北
秋
田
市
議

会
議
員
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
） 

２
月
27
日（
土
）▽
北
秋
田
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式（
市
文
化
会
館
） 

３
月
１
日（
月
）▽
鷹
巣
農
林
高
校
卒
業
式 

３
月
２
日（
火
）▽
鷹
巣
高
校
卒
業
式
▽
佐
藤
利
子
氏「
家
の
光
」体
験
発
表
全
国

大
会
最
優
秀
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
） 

３
月
３
日
（
水
）▽
合
川
高
校
卒
業
式
▽
第
６
回
営
農
生
産
者
大
会
（
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
あ
い
か
わ) 

３
月
４
日（
木
）▽
大
館
北
鹿
地
区
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会（
大
館
市
） 

３
月
５
日（
金
）▽
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議
最
終
日（
議
事
堂
） 

３
月
６
日
（
土
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
定
例
議
会
（
公
立
米
内
沢

総
合
病
院
）▽
浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式（
同
セ
ン
タ
ー
） 

３
月
７
日
（
日
）▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
式
▽
今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
（
同
セ

ン
タ
ー
） 

３
月
９
日（
火
）▽
秋
田
県
地
域
医
療
対
策
協
議
会（
秋
田
市
） 

３
月
10
日（
水
）▽
県
立
北
欧
の
杜
公
園
運
営
協
議
会（
同
公
園
事
務
所
） 

３
月
11
日
（
木
）▽
鷹
巣
技
能
組
合
全
国
建
築
技
能
大
会
受
賞
報
告
（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業
懇
談
会（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
） 

３
月
12
日（
金
）▽
鷹
巣
西
小
学
校
卒
業
式 

３
月
14
日
（
日
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
竣
工
式
典
、祝
賀
会（
北
秋
田
市
民
病
院
、

ホ
テ
ル
松
鶴
） 

孤児の御霊供養し平和祈る浦田・今泉に自治活動の拠点完成

ま
さ
よ
し 

写真提供：秋田魁新報

浦田交流センター 

今泉交流センター 
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財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会（
松
田
光
朗
会
長
）が
主
催
す
る
平
成
21
年
度
北
秋
田
市

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
２
月
27
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
こ
の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ

で
功
績
の
あ
っ
た
14
団
体
87
人
が
特
別
栄
光
賞
、
栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
の
様
子
と
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ま
さ
し 

ひ
ろ
こ 

つ
か
さ 

み 

り 

さ
と
し 

▲この１年に功績のあった14団体87人が表彰を受けました 

平成２１年度北秋田市スポーツ賞

▲フェンシングでの活躍で特別栄光賞を受章

した齋藤采さんと松岡慧（合川高校） 

　
受
賞
者
及
び
関
係
者
な
ど
約
２
５
０
人

が
参
加
し
た
式
典
で
は
、「
若
い
力
」を
斉
唱

し
た
あ
と
表
彰
が
行
わ
れ
、
は
じ
め
に
世

界
大
会
や
全
国
大
会
で
素
晴
ら
し
い
成
績

を
残
し
た
方
々
に「
特
別
栄
光
賞
」が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、特
別
栄
光
賞
を
受
賞
し
た
　
藤

采
さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し「
素
晴
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
け
る
の
も
、ご
指
導
い
た
だ
い

た
先
生
や
支
え
て
く
れ
た
家
族
、そ
し
て
応

援
し
て
く
れ
た
地
域
の
方
々
の
支
え
あ
っ

た
か
ら
と
思
い
ま
す
。私
は
、大
学
に
行
っ

て
も
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
続
け
ま
す
。こ
の
素

晴
ら
し
い
賞
を
励
み
に
、日
々
精
進
を
重
ね

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
周
り
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
謝
辞
と
し
ま
し
た
。 

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。 

◆
特
別
栄
光
賞 

成
田
政
志
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
市
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
協
会
）＝
09
世
界
ベ
テ
ラ
ン
選
手
権

大
会
出
場 

60
歳
代
男
子
フ
ル
ー
レ 

成
田
絢
子
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
日
本
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
協
会
）＝
09
世
界
選
手
権
大
会
出

場
　
女
子
エ
ペ
／
09
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会 

女
子
エ
ペ
団
体
３
位
、
個
人
17
位 

福
田
美
香
子
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
朝
日
大

学
）＝
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
　
女
子
エ

ペ
団
体
優
勝
／
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会 

女
子
エ
ペ
団
体
５
位 

松
岡
　
慧
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
合
川
高
校
）

＝
10
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
出
場 

男
子
個
人
フ
ル
ー
レ 

　
藤
　
采
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
合
川
高
校
）

＝
平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会 

男
子
個
人
サ
ー
ブ
ル
優
勝 

高
堰
美
里
　（
ス
キ
ー
・
米
内
沢
高
校
）＝
ジ
ュ

ニ
ア
世
界
選
手
権
大
会
出
場 

佐
藤
太
一
　（
ス
キ
ー
・
阿
仁
中
学
校
）＝
平

成
21
年
度
全
国
・
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

５
キ
ロ
フ
リ
ー
優
勝 

 

◆
栄
光
賞
（
個
人
の
部
） 

佐
藤
一
成（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
鷹
巣
ク
ラ
ブ
）

金
田
成（
同
）　
熊
谷
智
哉（
同
）　
佐
藤
伸

秋（
同
）　
小
笠
原
昭
子（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
・
卓
球
協
会
）　
下
田
浩
子（
同
）　
藤
嶋

裕
介（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
高
校
）　
佐
藤
健
太

（
陸
上
競
技
・
秋
田
工
業
高
校
）　
佐
藤
康
平

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
雄
物
川
高
校
）　
片
岡
元

気（
野
球
・
秋
田
商
業
高
校
）　
三
沢
僚（
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
・
合
川
高
校
）　
田
所
拓
也（
柔
道
・

合
川
高
校
）　
小
笠
原
豊（
弓
道
・
鷹
巣
農
林

高
校
）　
疋
田
侑
平（
同
）　
相
馬
絵
里
子（
陸

上
競
技
・
秋
田
和
洋
女
子
高
校
）　
高
橋
涼

（
ス
キ
ー
・
鷹
巣
農
林
高
校
）　
照
内
颯（
陸

上
競
技
・
鷹
巣
中
学
校
）　
中
林
瑞
穂（
柔
道
・

合
川
中
学
校
）　
中
嶋
愛
莉（
ス
キ
ー
・
鷹
巣

南
中
学
校
）　
長
岐
拓（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
鷹

巣
南
中
学
校
）　
木
村
大
志（
ス
キ
ー
・
合
川

中
学
校
）　
長
岐
大
嗣（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
比
内
養
護
学
校
高
等
部
） 

み

か

こ

 

た
い
ち 

◆
栄
光
賞
（
団
体
の
部
） 

鷹
巣
農
林
高
校
ス
キ
ー
部 

（
木
村
貴
大
　
大
川
翔
平
　
松
橋
健
斗
　

齋
藤
潤
也
）  

鷹
巣
農
林
高
校
弓
道
部 

（
村
上
築
　
渡
辺
裕
希
也
　
笹
代
幸
輝
）       

米
内
沢
高
校
ス
キ
ー
部 

（
梅
田
香
寿
美
　
伊
藤
真
菜
　
鈴
木
有
南
） 

鷹
巣
野
球
ク
ラ
ブ 

（
佐
藤
善
寿
　
秋
元
哲
郎
　
松
尾
茂
男
　

村
上
修
三
　
田
中
三
夫
　
渡
辺
勲
　
長
岐

正
喜
　
佐
藤
光
悦
　
畠
山
俊
逸
　
黒
澤
幸

一
　
田
村
正
男
　
畠
山
和
雄
　
村
上
進
　

成
田
優
　
福
岡
正
志
　
岩
川
孝
秀
　
戸
島

功
樹
　
藤
島
健
越
郎
　
浪
岡
正
幸
　
中
林

次
男
　
宮
腰
和
彦
　
成
田
伸
生
　
武
田
茂

男
　
田
中
竹
信
　
赤
石
勝
正
　
武
藤
優
悦
） 

 

◆
奨
励
賞
（
個
人
の
部
） 

庄
司
親
雄（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）
　
畠

山
洋
子（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
卓
球
協
会
）

藤
島
エ
イ
子（
同
）　
福
田
幸
作（
同
）　
高

橋
愛
子（
同
）　
坂
谷
勝
子（
同
）　
佐
々
木

諒
子（
同
）　
安
部
貞
一（
同
）　
藤
本
斉（
同
）

越
前
谷
功（
同
）　
藤
本
知
榮
子（
同
）　
高

橋
勇
行（
同
）　
成
田
江
利
子（
同
）　
織
山

茂
樹（
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協

会
）　
柴
田
英
明（
同
）　
五
代
儀
正
人（
同
）

萬
田
誠（
陸
上
競
技
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
）
　
泉
国
雄
（
同
）
　
斎
籐
奈
奈
恵
（
同
）

加
藤
運
寿
（
同
）
　
佐
藤
昭
平
（
ボ
ー
リ
ン

グ
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）　
兜
森
裕
一

（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
）　
石
山
直
人（
同
）　
杣
澤
誠（
同
）

小
林
亮
太（
同
）　
藤
嶋
俊
輔（
弓
道
・
鷹
巣

農
林
高
校
）
　
山
田
貴
信
（
陸
上
競
技
・
鷹

巣
農
林
高
校
）
　
武
田
友
樹
（
相
撲
・
鷹
巣

農
林
高
校
）
　
津
谷
将
希
（
陸
上
競
技
・
鷹

巣
中
学
校
）
　
成
田
浩
崇
（
同
）
　
松
尾
健

太（
同
）　
北
林
草
太（
同
）　
成
田
利
奈（
同
）

桜
庭
沙
耶
香
（
同
）
　
神
成
大
夢
（
陸
上
競

技
・
米
内
沢
小
学
校
）
　
藤
田
菜
々
瀬
（
陸

上
競
技
・
合
川
東
小
学
校
）　
佐
々
木
修
平

（
ス
キ
ー
・
阿
仁
中
学
校
）　
木
村
春
太（
ス

キ
ー
・
森
吉
中
学
校
）　
高
堰
省
吾（
同
）　

木
村
壮
志
（
ス
キ
ー
・
合
川
中
学
校
）
　
馬

淵
優
衣
（
ス
キ
ー
・
鷹
巣
小
学
校
）
　
松
橋

和
（
相
撲
・
大
阿
仁
小
学
校
）
　
山
形
翔
太

（
ス
キ
ー
・
鷹
巣
農
林
高
校
）
　
山
本
広
治

（
同
）　
畠
山
正
寛（
同
）　
斎
藤
佑
馬（
同
）

吉
田
涼
（
同
）
　
佐
藤
健
（
同
）
　
齋
藤
健

太（
相
撲
・
鷹
巣
農
林
高
校
）　
宮
腰
泉（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
由
利
高
校
）　
藤
原
聡
子（
同
）

伊
藤
亜
由
子（
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
・
前
田
児
童

ク
ラ
ブ
）
　
山
内
桂
子
（
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
・

ニ
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
）　
成
田
金
正（
ス
キ
ー
・

鷹
巣
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）　
長
谷
川
正
一（
同
）

松
橋
肇（
同
）　
高
橋
冨
美
雄（
同
）　
樽
田

太
朗（
同
） 

◆
奨
励
賞
（
団
体
の
部
）  

合
川
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

（
船
水
敬
介
　
工
藤
丈
一
郎
　
成
田
寛
章

川
村
雄
太
　
三
輪
幸
成
　
畠
山
義
也
　
原

田
秋
宏
　
桜
庭
健
有
） 

綴
子
Ｂ
チ
ー
ム（
ユ
ニ
カ
ー
ル
） 

（
吉
岡
清
治
　
五
代
儀
猛
　
佐
藤
富
子
） 

鷹
巣
農
林
高
校
弓
道
部 

（
木
村
礼
美
　
三
沢
里
奈
　
佐
藤
那
帆
子

佐
藤
未
樹
） 

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
男
子
駅
伝
） 

（
中
嶋
晃
大
　
三
沢
純
也
　
伊
藤
篤
也
　

松
尾
祐
希
　
武
藤
一
志
　
成
田
昂
平
） 

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
女
子
駅
伝
） 

（
小
笠
原
朋
香
　
藤
田
彩
花
　
佐
藤
円
美

近
藤
朱
里
　
大
川
夕
華
　
清
水
あ
さ
み
） 

鷹
巣
中
学
校
野
球
部 

（
大
関
匠
太
　
大
塚
太
河
　
小
笠
原
翔
　

金
澤
優
志
　
河
田
圭
介
　
熊
谷
拓
也
　
桜

庭
宏
暢
　
佐
藤
智
也
　
鈴
木
大
貴
　
高
橋

大
夢
　
千
葉
晃
太
　
千
葉
駿
介
　
土
濃
塚

拓
　
津
谷
航
　
津
谷
耀
平
　
戸
澤
甚
太
　

野
呂
一
真
　
畠
山
拳
　
藤
田
洸
紀
　
藤
原

和
樹
　
本
城
彰
太
　
若
松
一
久
） 

鷹
巣
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

（
小
笠
原
大
将
　
畠
山
光
大
　
岩
谷
卓
明

春
日
大
岳
　
武
田
紀
人
　
村
上
祐
貴
　
野

呂
俊
樹
　
瀬
川
大
葉
　
伊
勢
谷
龍
ノ
介
　

米
沢
貴
喜
　
石
川
洋
介
　
石
川
功
太
　
津

谷
弥
武
樹
　
高
橋
諒
　
畠
山
幸
也
　
長
谷

川
柊
太
） 

鷹
巣
小
学
校
野
球
部 

（
淡
路
翼
　
伊
東
翔
　
兜
森
健
太
　
河
田

悠
真
　
小
松
岳
史
　
佐
藤
大
星
　
杉
下
涼

鈴
木
達
矢
　
高
堰
泰
成
　
大
塚
翔
貴
　
後

藤
優
武
　
斉
藤
敦
也
　
佐
藤
和
孝
　
佐
藤

仁
大
　
鈴
木
隆
也
　
奈
良
田
湧
介
　
藤
田

大
貴
　
松
田
夢
真
　
田
中
省
吾
　
津
谷
捷
） 

綴
子
小
学
校
イ
ー
グ
ル
ス
Ｂ（
綱
引
き
） 

（
三
沢
紘
汰
　
石
川
太
一
　
内
山
栄
梧
　

齋
藤
祐
也
　
小
林
健
太
郎
　
武
田
滉
太
　

伊
藤
純
太
　
佐
藤
優
磨
　
畠
山
竜
一
　
小

笠
原
怜
志
） 

森
吉
ク
マ
ゲ
ラ
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム 

（
工
藤
新
一
郎
　
田
　
久
　
山
田
金
成
　

清
水
昭
男
　
小
野
寺
ま
り
子
　
柴
田
リ
ツ

島
森
フ
ク
ヨ
　
奥
田
誠
子
　
工
藤
ト
シ
子

庄
司
喜
久
子
　
安
田
操
　
松
田
ミ
ツ
） 

か
ず
な
り 

ひ
ろ
し 

な
る 

と
も
や 

の
ぶ 

あ
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あ
き
こ 

ひ
ろ
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ゆ
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け
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ょ
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ゆ
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え
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ょ
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は
や
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み
ず
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あ
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ゅ
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ゆ
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ぜ
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つ
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し
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し
ゅ
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ゅ
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こ
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い
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し
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ゆ
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お
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り
ょ
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し
ゅ
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す
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た
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の
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と
も
き 

ま
こ
と 

ま
さ
き 

ひ
ろ
た
か 

け
ん 

た 

そ
う
た 

り
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さ

や

か

 

ひ
ろ
む な

な

せ

 し
ゅ
う
へ
い 

し
ゅ
ん
た 

し
ょ
う
ご 

た
け
し 

な
ご
む 

し
ょ
う
た 

こ
う
じ 

ま
さ
ひ
ろ 

ゆ

い

 

ゆ
う
ま 

り
ょ
う 

た
け
る 

け
ん 

い
ず
み 

た 

さ
と
こ 

あ

ゆ

こ

 

け
い
こ 

か
ね
ま
さ 

し
ょ
う
い
ち 

ふ
み
お 

た
ろ
う は

じ
め 

け
い
す
け 

じ
ょ
う
い
ち
ろ
う 

と
も
あ
き 

ゆ
う
た 

ゆ
き
な
り 

よ
し
な
り 

あ
き
ひ
ろ 

け
ん
ゆ
う 

せ
い
じ 

た
け
し 

と
み
こ 

れ

み

 

り

な

 

な

ほ

こ

 

み

き

 

こ
う
だ
い 

じ
ゅ
ん
や 

あ
つ
や 

ゆ
う
き 

ひ
と
し 

こ
う
へ
い 

と
も
か 

あ
や
か 

ま
る
み 

あ
か
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ゆ

か

 

し
ょ
う
た 

た
い
が 

し
ょ
う 

ゆ
う
し 

け
い
す
け 

た
く
や 

ひ
ろ
み
つ 

と
も
や 

ひ
ろ
た
か 

ひ
ろ
む 
こ
う
た 

し
ゅ
ん
す
け 

た
く 

こ
う 
よ
う
へ
い 

じ
ん
た 

か
ず
ま 

け
ん 

こ
う
き 

か
ず
き 

し
ょ
う
た 

か
ず
ひ
さ 

だ
い
す
け 

こ
う
だ
い 
た
か
あ
き 

ひ
ろ
た
か 

の
り
ひ
と 

ゆ
う
き 

と
し
き 

ひ
ろ
ふ
さ 

り
ゅ
う
の
す
け 

た
か
き 

よ
う
す
け 

こ
う
た 

や

ぶ

き

 

り
ょ
う 

こ
う
や 

し
ゅ
う
た 

つ
ば
さ 

し
ょ
う 

け
ん
た 

ゆ
う
ま 

た
け
し 

た
い
せ
い 

り
ょ
う 

た
つ
や 

た
い
せ
い 

し
ょ
う
き 

ひ
ろ
む 

あ
つ
や 

か
ず
た
か 

じ
ん
だ
い 

た
か
や 

ゆ
う
す
け 

だ
い
き 

ゆ

ま

 

し
ょ
う
ご 

し
ょ
う 

こ
う
た 

た
い
ち 

え
い
ご 

ゆ
う
や 

け
ん
た
ろ
う 

こ
う
た 

じ
ゅ
ん
た 

ゆ
う
ま 

り
ゅ
う
い
ち 

れ
い
じ 

し
ん
い
ち
ろ
う 

ひ
さ
し 

き
ん
せ
い 

あ
き
お 

せ
い
こ 

き

く

こ

 

み
さ
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４
人
の
北
秋
田
市
出
身
選
手
が
活
躍
を
見
せ
た
冬
季
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
か
ら
一

カ
月
（
会
期
・
２
月
12
日
―
28
日
）。
各
選
手
の
活
躍
ぶ
り
は
ま
だ
鮮
明
に
市
民
の

脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
に
は
小
林
範
仁
選
手（
27
）＝
東
京
美
装
・
阿
仁

中-

花
輪
高-

日
大
出
、
高
橋
大
斗
選
手（
29
）＝
土
屋
ホ
ー
ム
・
阿
仁
中-

鷹

農
高-

北
海
道
東
海
大
出
、
湊
祐
介
選
手
（
24
）
＝
東
京
美
装
・
阿
仁
中

-

鷹
農
高-

日
大
出
、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
で
は
鈴
木
芙
由
子
選
手（
21
）

＝
自
衛
隊
冬
戦
教
・
合
川
中-

米
内
沢
高
出
、
の
４
人
が
出
場
し
世

界
の
強
豪
を
相
手
に
熱
戦
を
演
じ
ま
し
た
。

　
選
手
の
家
族
、
関
係
者
ら
は
出
場
す
る
競
技
日
程
に
合
わ
せ

て
現
地
入
り
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
と
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

の
会
場
と
な
っ
た
ウ
ィ
ス
ラ
ー
五
輪
公
園
で
は
高
橋
大
斗

選
手
の
両
親
和
平
さ
ん
と
茂
子
さ
ん
、
妻
春
菜
さ
ん
、

長
男
大
飛
ち
ゃ
ん
、
姉
ゆ
り
あ
さ
ん
と
小
林
範
仁
選

手
の
父
博
さ
ん
、
伯
父
の
金
田
和
彦
さ
ん
ら
、
ま
た
、

鈴
木
芙
由
子
選
手
の
両
親
博
和
さ
ん
と
美
千
子
さ

ん
ら
が
日
本
か
ら
の
応
援
団
と
一
緒
に
大
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

　
小
林
博
さ
ん
と
鈴
木
博
和
さ
ん
、
鈴
木

選
手
の
所
属
す
る
自
衛
隊
冬
戦
教
か
ら

写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
現
地
の
様
子
と
選
手
た
ち
の
横

顔
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

会
場
入
り
し
た
高
橋
大
斗
選
手

と
渡
部
暁
斗
選
手

競技前の小林範仁選手

　ノルディック競技の会場となったウィスラー市は、北米最

大のスキー巨大リゾート地として知られています。オリンピッ

クの競技会場は、ウィスラー中心部からバンクーバー方向へ

約２０キロに位置するカラハン・バレー（Callaghan Valley）

エリア。このオリンピックのために新しく建設されました。

ここでバイアスロン、クロスカントリー、ノルディック複合、

スキージャンプ（ラージヒル、ノーマルヒル）が行われました。

（写真はクロスカントリー競技会場）

ジャンプ競技会場。雪不足が心配されたバンクーバー五輪でしたが、

ウィスラーのノルディック会場は問題がありませんでした。

ジャンプ競技会場。雪不足が心配されたバンクーバー五輪でしたが、

ウィスラーのノルディック会場は問題がありませんでした。

バンクーバー五輪のマスコットキャラクターと
記念写真を撮る日本からの応援団（左は高橋選
手の妻春菜さんと長男大飛ちゃん）

　バンクーバーの観光名所になったもう

一つの聖火台。メイン聖火台のある開閉

会式会場の入場が制限されているため、

一般見学者用に設置されたそうです

　バンクーバーの観光名所になったもう

一つの聖火台。メイン聖火台のある開閉

会式会場の入場が制限されているため、

一般見学者用に設置されたそうです

バイアスロン競技会場（ウィスラー）

懸命にゴールを目指す鈴木芙由子選手懸命にゴールを目指す鈴木芙由子選手

競技後の鈴木芙由子選手。父・博和さん、

母・美千子さんと一緒に

応援旗を掲げて応援旗を掲げて

TMMC

わ
た
べ
あ
き
と

北秋田市旗を掲げてくれた３選手
（左から小林選手、高橋選手、湊選手）
北秋田市旗を掲げてくれた３選手
（左から小林選手、高橋選手、湊選手）
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ちいきの話題ちいきの話題ちいきの話題

　
３
月
７
日
、
市
立
中
学
校
４
校
で
卒
業
式
が

行
わ
れ
、
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
胸

に
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
鷹
巣
南
中
学
校（
渡
邊
一
夫
校
長
・

生
徒
数
１
５
２
人
）
で
は
、
保
護
者
ら
約
２
５

０
人
が
出
席
、
体
育
館
を
会
場
に
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
渡
邊
校
長
が
一
人
ひ

と
り
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
た
後
、「
人
は
多

く
の
人
か
ら
の
支
え
が
あ
っ
て
生
き
て
い
る
。

人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
向
か
っ
て
」
な
ど
と
式
辞
。
在
校
生
ら

も
感
謝
と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。 

　
は
な
む
け
の
言
葉
を
受
け
た
卒
業
生
は
、
全

員
が
正
面
に
整
列
し
、
一
人
ひ
と
り
が
「
１
、

２
年
生
の
皆
さ
ん
も
仲
間
を
信
じ
頑
張
っ
て
」

な
ど
と
、
３
年
間
を
振
り
返
っ
て
思
い
出
や
決

意
を
込
め
た
巣
立
ち
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
第
５
回
北
秋
田
市
美
術
展
覧
会
が
３
月
12
日

か
ら
14
日
ま
で
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
絵

画
や
工
芸
な
ど
の
創
造
力
溢
れ
る
秀
作
が
展
示

さ
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
展
覧
会
は
、
市
芸
術
文
化
協
会
（
藤
嶋
正
人

会
長
）
が
主
催
。
旧
鷹
巣
町
芸
術
文
化
協
会
が

開
催
し
て
い
た
美
術
展
を
、「
市
展
」
と
し
て

引
継
ぎ
開
催
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
の
作
品

な
ど
も
含
め
、
日
本
画
18
点
、
洋
画
37
点
、
書

道
24
点
、
写
真
23
点
、
工
芸
23
点
の
合
計
１
２

５
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
県
芸
術
文
化
協
会
推
挙
の
審
査
員
に
よ
る
審

査
会
で
は
、
特
賞
５
点
、
奨
励
賞
18
点
、
努
力

賞
１
点
の
計
24
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。 

　
来
場
者
ら
は
、
日
本
画
や
書
道
、
工
芸
な
ど

感
性
豊
か
な
作
品
群
に
足
を
止
め
て
じ
っ
く
り

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。 

　
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町（
佐
藤
清
孝
代
表
理
事
組
合
長
）

が
主
催
す
る
「
第
４
回
山
の
芋
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
３
月
２
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

食
味
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
山

の
芋
料
理
が
数
多
く
出
品
さ
れ
、
優
れ
た
作
品

を
審
査
し
ま
し
た
。 

 

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
料
理
自
慢
の
市
民
ら
25

人
が
参
加
。
料
理
部
門
に
は
33
点
、
加
工
部
門

に
は
23
点
の
応
募
が
あ
り
、
会
場
に
は
、
彩
り

豊
か
な
料
理
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
11
人
の
審

査
員
が
「
見
ば
え
」「
食
味
」「
ア
イ
デ
ア
」「
素

材
の
有
効
性
」
を
基
準
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
料
理
部
門
で
は
、
長

崎
由
貴
子
さ
ん
（
大
野
尻
）
の
「
山
芋
パ
フ
ェ
」。

加
工
部
門
で
は
、
小
塚
保
子
さ
ん（
舟
見
町
）の

「
深
山
の
う
ぐ
い
す
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

▲市立中学校の卒業式。鷹巣南中学校では５３
人が学び舎を巣立ちました 

希望を胸に学び舎巣立つ ●市立中学校で卒業式 

●第４回山の芋料理コンクール 

▲アイディア溢れる作品を試食しながら、厳正
に審査した第４回山の芋料理コンクール 

アイディア溢れる料理が並ぶ 

▲写真、書道、洋画、日本画、工芸の各部門の
作品が展示された第５回北秋田市美術展覧会 

創造力溢れる力作が一堂に ●第５回北秋田市美術展 

　
３
月
３
日
、
市
内
の
保
育
園
・
各
幼
稚
園
で

は
ひ
な
祭
り
行
事
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
祭

り
を
楽
し
み
な
が
ら
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

　
米
内
沢
保
育
園
（
田
崎
美
規
子
園
長
・
園
児

１
０
３
人
）
で
は
、「
ひ
な
祭
り
会
」
と
い
っ
し

ょ
に
「
お
誕
生
会
」、「
お
楽
し
み
会
」
が
開
か

れ
、
園
児
た
ち
が
飾
ら
れ
た
ひ
な
人
形
の
前
で
、

友
だ
ち
の
誕
生
日
を
祝
っ
た
り
、
お
遊
戯
を
し

て
ひ
な
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
７
段
飾
り
の
ひ
な
人
形
の

ほ
か
、
園
児
ら
が
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ハ
ン
ガ
ー
を

利
用
し
て
一
生
懸
命
作
っ
た
ひ
な
人
形
も
展
示

さ
れ
、
園
内
は
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
年
長
組
の
女
の
子
た
ち
が
、
扇
子
と
冠

で
着
飾
っ
て
お
遊
戯
を
披
露
し
、
年
少
組
の
園

児
ら
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。 

　
小
学
校
長
、
国
立
音
楽
大
学
講
師
な
ど
と
し

て
音
楽
教
育
に
貢
献
さ
れ
た
後
藤
惣
一
郎
さ
ん

（
88
歳
・
栄
字
前
綱
）が
こ
の
ほ
ど
高
齢
者
叙
勲

の
瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）を
受
章
さ
れ
、
２

月
26
日
、
市
教
育
委
員
会
の
三
澤
教
育
長
が
自

宅
を
訪
れ
、
伝
達
し
ま
し
た
。 

　
後
藤
さ
ん
は
、
昭
和
15
年
に
教
職
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
広
く
音
楽
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
作
曲
者
と
し
て
も
「
か
ら
松
」
を
は
じ
め
約

６
０
０
曲
を
作
曲
。
校
歌
や
町
民
歌
な
ど
数
多

く
の
楽
曲
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
田
為
三

の
研
究
も
続
け
ら
れ
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
の
終

身
名
誉
館
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
後
藤
さ
ん
は
、「
身
に
余
る
光
栄
。
受
章
は
支

え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
支
援
の
た
ま
も
の
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
が
続
く
限
り
活
動
を
続
け
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
第
11
回
子
ど
も
た
ち
の
伝
承
芸
能
合
同
発
表

会
が
３
月
６
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
承
芸
能
を

披
露
し
、
満
場
の
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴

び
ま
し
た
。 

 

青
少
年
育
成
北
秋
田
市
民
会
議
鷹
巣
支
部（
宇

佐
美
慧
支
部
長
）
の
主
催
。
発
表
さ
れ
た
の
は
、

鷹
巣
地
区
の
創
作
太
鼓
・
鷹
巣
祇
園
太
鼓
（
鷹

巣
西
小
学
校
チ
ー
ム
）と
七
日
市
奴
踊
り（
鷹
巣

南
小
学
校
）
、
上
舟
木
駒
踊
り
（
同
）
、
綴
子
下

町
獅
子
踊
り（
綴
子
下
町
子
ど
も
会
）、
阿
仁
根

子
番
楽
の
５
つ
の
芸
能
で
す
。 

 

発
表
会
に
は
、
市
内
の
福
祉
施
設
の
利
用
者

１
４
０
人
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
お
年
寄
り
た

ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
見
な
が
ら
「
と

て
も
上
手
じ
ょ
う
ず
。
元
気
を
も
ら
っ
た
」
と

感
心
し
な
が
ら
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た 

▲年長組の園児らが、ひな人形の前でお遊戯
を披露（米内沢保育園） 

子どもたちの健やかな成長と幸せを願い ●各保育園、幼稚園などでひな祭り行事 

●第１１回子どもたちの伝承芸能合同発表会 

▲七日市奴踊りなど５つの芸能が発表された
第１１回子どもたちの伝承芸能発表会 

伝統芸能の保存継承に大きな力 

▲三澤教育長から叙勲の伝達を受ける後藤惣
一郎さん 

後藤惣一郎さんが瑞宝双光章を受章 ●長年にわたる音楽教育への貢献 
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感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

斉藤夢望さん（鷹巣東保育園） 

◇題名：おなべのおゆだいじょうぶかな 

（書名「まゆとおに～やまんばのむすめ 

まゆのはなし」）　　　 

三澤香花さん 

（鷹巣中央保育園） 

◇題名：やっぱりさかなはおいしいなあ 

　（書名「１１ぴきのねこ」）　　　 

ゆめの 

きょうか 

読書感想画
の　部

特選作品

後藤叶さん（合川東小２年） 
◇題名：ながれ星の中の１００
かいだての家 
（書名「１００かいだての家」）　
　　 

佐藤裕くん（綴子小２年） 

◇題名：雪ばとのほしかったプ

レゼント 

（書名「世界一すてきなおくりもの」）

　　　 

平川晴菜さん（合川西小１年） 

◇題名：フラミンゴとあそんだよ 

　（書名「ひとあし ひとあし」） 

長岐 喬くん（鷹巣東小１年） 

◇題名：ほっほっほー、みんなよかっ

たのう 

（書名「へんしんプレゼント」）

　　　 

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

※
受
賞
作
品
の
一
部
（
感
想
文
は
特

選
、感
想
画
は
佳
作
以
上
）は
、作
品

集
「
読
書
の
あ
と
で
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。市
立
図
書
館
及
び
公
民

館
図
書
室
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

かな 

ゆう 

はるな 

きょう 

   

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
感
想
文
部
門
と
感
想
画
部

門
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
表
彰
式
で
は
部
門
ご
と
に
入
賞
者
が
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
、
三
澤
教
育
長
か
ら
表
彰
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。 

　
続
い
て
審
査
結
果
の
講
評
が
行
わ
れ
、
こ

の
う
ち
、
感
想
文
部
門
で
は
、
亀
山
恵
子
審

査
員
長
（
前
森
吉
中
学
校
長
）
が
、
▽
読
ん
だ

本
に
自
分
の
経
験
を
重
ね
、
素
直
な
気
持
ち

を
表
現
し
て
い
る
（
３
年
生
）
▽
人
生
や
、
人

と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
よ
く
考
え
て
い
る

（
６
年
生
）な
ど
と
評
価
、
ま
た
、「
あ
ら
す
じ

を
書
く
場
合
は
で
き
る
だ
け
簡
略
に
」
な
ど

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の

部
特
選
の
土
田
楓
子
さ
ん
（
合
川
北
小
３
年
）

と
神
成
大
夢
く
ん
（
米
内
沢
小
６
年
）
の
２
人

が
受
賞
作
品
を
朗
読
、
読
書
で
得
た
感
動
を

し
っ
か
り
し
た
声
で
来
場
者
に
伝
え
ま
し
た
。 

    【
小
学
校
３
年
生
の
部
】 

▽
特
選
　
「
や
ま
ん
ば
ば
あ
さ
ん
み
た
い
に

な
り
た
い
な
」土
田
楓
子（
合
川
北
） 

▽
入
選
　
金
勇
斗（
米
内
沢
）　
佐
藤
千
笑（
合

川
東
）　
池
田
小
春（
合
川
北
） 

▽
佳
作
　
神
成
恭
花
（
浦
田
）
　
久
住
栞
（
同
）

松
浦
大
輔
（
前
田
）
　
石
田
健
剛
（
鷹
巣
）
　
鍋

倉
舞（
鷹
巣
東
）　
佐
藤
雅（
鷹
巣
南
） 

 【
小
学
校
４
年
生
の
部
】 

▽
特
選
　「
仲
間
の
大
切
さ
と
は
」岸
野
菜
々
子

（
前
田
） 

▽
入
選
　
菊
地
咲
希
（
合
川
北
）
　
金
田
夏
姫

（
綴
子
）　
佐
藤
宏
樹（
同
） 

▽
佳
作
　
木
村
駿
太
（
米
内
沢
）
　
三
浦
千
夏

（
前
田
）　
保
坂
虹
湖（
綴
子
）　
沢
田
玲
奈（
同
）

小
畑
ひ
か
り（
鷹
巣
）　
柳
谷
朋
典（
鷹
巣
東
） 

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】 

▽
特
選
　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」
　
堀

部
綾
乃（
鷹
巣
南
） 

▽
入
選
　
佐
藤
美
侑
（
阿
仁
合
）
　
工
藤
晃
大

朗（
合
川
北
）　
佐
藤
真
凜（
鷹
巣
） 

▽
佳
作
　
田
中
和
輝
（
合
川
南
）
　
松
橋
郁
未

（
同
）
　
三
澤
瑚
子
（
綴
子
）
　
間
嶋
希
帆
（
鷹

巣
中
央
）
　
成
田
菜
生
（
鷹
巣
南
）
　
若
狭
玲

那（
同
） 

 【
小
学
校
６
年
生
の
部
】 

▽
特
選
　
「
プ
ロ
へ
の
一
歩
一
歩
」
神
成
大
夢

（
米
内
沢
） 

▽
入
選
　
土
濃
塚
世
奈
（
合
川
南
）
　
保
坂
名

菜（
綴
子
）　
小
坂
悠
華（
鷹
巣
東
） 

▽
佳
作
　
金
ま
ど
か
（
米
内
沢
）
　
武
田
麻
未

（
同
）
　
成
田
舞
香
（
鷹
巣
）
　
津
谷
雄
貴
（
同
）

奥
山
由
佳（
浦
田
）　
菅
原
悟（
綴
子
） 

 【
中
学
校
１
年
生
の
部
】 

▽
佳
作
　
播
磨
加
朋（
森
吉
）　
奈
良
祐
香（
同
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】 

▽
特
選
　
「
幸
せ
だ
ら
け
の
日
常
」
小
野
千
賀

子（
合
川
） 

▽
入
選
　
梅
田
春
菜（
合
川
）　
森
岡
南
海（
同
） 

▽
佳
作
　
松
岡
圭
那（
森
吉
）　
武
石
瑞
希（
同
） 

 【
中
学
校
３
年
生
の
部
】 

▽
佳
作
　
伊
東
璃
緒
（
合
川
）
　
松
岡
英
里
奈

（
同
） 

 【
高
校
・
一
般
の
部
】 

▽
特
選
　
「
私
に
と
っ
て
の
『
そ
れ
で
も
農
は

命
綱
』
」
佐
藤
利
子
（
七
日
市
）
　
「
重
い
遺
言

『
日
本
の
子
ど
も
た
ち
へ
』」
三
澤
昭
彦（
綴
子
） 

▽
入
選
　
藤
田
淳（
材
木
町
） 

▽
佳
作
　
中
嶋
美
枝
子
（
脇
神
）
　
佐
藤
勇
助

（
木
戸
石
） 

    【
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
】 

▽
特
選
　
三
澤
香
花
（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）
　

斉
藤
夢
望（
鷹
巣
東
保
育
園
） 

▽
入
選
　
奥
山
葉
太
（
前
田
保
育
園
）
　
福
田

真
姫
（
あ
い
か
わ
保
育
園
）
　
佐
藤
響
（
た
か

の
す
幼
稚
園
）　
長
岐
和（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）

谷
藤
楓
馬
（
同
）
　
布
田
ま
な
み
（
七
日
市
保

育
園
） 

▽
佳
作
　
佐
藤
那
奈
（
米
内
沢
保
育
園
）
　
金

田
魁
斗
（
あ
い
か
わ
保
育
園
）
　
松
岡
譲
（
同
）

奥
山
愛
理
（
た
か
の
す
幼
稚
園
）
　
平
野
那
知

（
認
定
こ
ど
も
園
し
ゃ
ろ
ー
む
）
　
長
牛
紅
葉

（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）
　
田
村
れ
な
（
鷹
巣
東

保
育
園
）　
村
上
な
ぎ
さ（
同
）　
柏
木
芽
奈（
綴

子
保
育
園
）　
松
山
真
菜（
同
）　
宮
野
里
月（
南

鷹
巣
保
育
園
） 

 【
小
学
校
１
年
生
の
部
】 

▽
特
選
　
長
岐
喬（
鷹
巣
東
）　
平
川
晴
菜（
合

川
西
） 

▽
入
選
　
武
石
考
世（
米
内
沢
）　
新
田
リ
チ
ャ
ー

ド
（
合
川
東
）
　
佐
藤
華
南
（
鷹
巣
）
　
大
嶋
麻

美（
同
）　
三
沢
颯
輝（
同
）　
佐
伯
樹
生（
同
） 

▽
佳
作
　
湊
彩
音（
阿
仁
合
）　
舘
岡
颯
来（
大

阿
仁
）　
河
田
健
登（
合
川
北
）　
　
坂
冴
来（
鷹

巣
西
）　
片
山
優
希（
同
）　
三
沢
駿
介（
綴
子
）

佐
藤
愛
華
（
鷹
巣
）
　
西
根
維
吹
（
同
）
　
畠
山

聡
太（
同
）　
西
嶋
星
流（
同
）　
大
山
美
柚（
鷹

巣
東
）　
堀
内
美
羽（
鷹
巣
南
）　
長
岐
光
瑠（
同
） 

 【
小
学
校
２
年
生
の
部
】 

▽
特
選
　
佐
藤
裕（
綴
子
）　
後
藤
叶（
合
川
東
） 

▽
入
選
　
加
賀
谷
愛
依
（
阿
仁
合
）
　
柴
田
敏

（
大
阿
仁
）
　
三
浦
有
斗
（
合
川
南
）
　
魚
住
隆

人
（
鷹
巣
）
　
芳
賀
彩
那
（
鷹
巣
中
央
）
　
中
嶋

杏（
同
） 

▽
佳
作
　
九
島
一
輝
（
米
内
沢
）
　
神
成
風
太

（
浦
田
）
　
福
田
舜
太
郎
（
合
川
東
）
　
津
谷
一

梓
（
鷹
巣
西
）
　
長
崎
す
み
れ
（
同
）
　
上
野
陽

登（
同
）　
岩
本
瑠
衣（
同
）　
近
藤
春
樹（
綴
子
）

工
藤
凜
（
鷹
巣
）
　
佐
藤
晃
太
朗
（
鷹
巣
東
）
　

藤
本
安
佳
里
（
鷹
巣
中
央
）
　
千
葉
駿
太
（
鷹

巣
南
） 

 

中学生の部入賞者（出席者） 

ふ
う
こ 

ゆ
う
と 

ち
え
み 

さ 

き 

ふ
う
こ 

ひ
ろ
む 

ひ
ろ
き 

あ
や
の 

み 

ゆ 

ろ
う 

こ
う
た 

ま
り
ん 

か
ず
き 

ひ
ろ
む 

せ 

な 

な 

な 

は
る
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ま
い
か 
こ
う
せ
い 

か
な
み 

あ
さ 

そ
う
き 

い
つ
き 

み 

あ
や
ね 

そ 

ら 

け
ん
と 

こ
ら
い 

ゆ
う
き 

し
ゅ
ん
す
け 

あ
い
な 

い
ぶ
き 

そ
う
た 

せ 

な 

み
ゆ
う 

み 

う 

ひ
か
る 

ゆ
う 

か
な 

と
し
こ 

あ
き
ひ
こ 

じ
ゅ
ん み

え

こ 

ゆ
う
す
け 

は
る
な 

み
な
み 

か 

な 

み
ず
き 

さ
と
る 

ゆ
う
き 

め 

い 

び
ん 

あ
り
と 

り
ゅ
う 

と 

あ
や
な 

あ
ん
ず 

か
ず
き 

ふ
う
た 

か
ず 

し
ゅ
ん
た
ろ
う 

は
る 

し 

る 

い 

は
る
き 

と 

り
ん 

こ
う
た
ろ
う 

あ

か

り 

し
ゅ
ん
た 

き
ょ
う 

は
る
な 

ま 

き 

ひ
び
き 

や
ま
と 

ふ
う
ま 

な 

な 

か
い
と 

じ
ょ
う 

あ
い
り 

な 

ち 

く
れ
は 

め
い
な 

ま 

な 

り
づ
き 

き
ょ
う
か 

ゆ
め
の 

よ
う
た 

り 

お 

え

り

な 

ち 

か 

こ 

か 

ほ 

ゆ
う
か 

ゆ 

か 

あ
さ
み 

い
く
み 

こ 

こ 

き 

ほ 

な 

お 

れ 

な 

し
ゅ
ん
た 

こ 

こ 

と
も
の
り 

れ
い
な 

ち
な
つ 

な
つ
き 

こ
は
る 

き
ょ
う
か 

し
お
り 

け
ん
ご 
だ
い
す
け 

み
や
び 

な

な

こ 

ま
い 



学びの広場

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します
北秋田市教育委員会

　鷹巣地区の高齢者講座、高鷹大学の平成２１年度卒

業・閉講式が３月１６日、市文化会館で開催されました。 

　今年度の卒業生は、大学課程１６名、大学院課程１３

名。代表して神成武治さんに卒業証書が手渡されまし

た。また、年間を通じて、全体講座とクラブ活動を一

度も休まず参加した２１名の学生には皆勤賞が授与さ

れました。 

　卒業生を代表して答辞を述べた大学課程修了の奥山

源蔵さんは「大学院、研究生を目指して、まだまだ頑

張ります」と決意を新たにしました。 

　引き続き、秋田大学教育心理学講座の森和彦教授が

「心のサプリメント：今だからこそライフスキル！」

と題して、この後の２０年をよりよく生きるための能

力を高めることが大切だと講演し、学生たちは、メモ

をとりながら熱心に聞いていました。 

　平成２１年度中央公民館・鷹巣地区公民館「閉講の

つどい」が３月５日、中央公民館で開催され、受講生

１４０人が参加しました。 

　開会式では、近藤文廣実行委員長が「自然や地域の

歴史について見聞を広げる事ができ、仲間づくりにも

役立った。各講座の発表がとても楽しみ」などとあい

さつしました。 

　発表部門では中央公民館「グッドライフ講座」の村

上とし子さん、栄公民館「フラダンス講座」の佐藤ミ

チさん、綴子公民館「自然観察会」の佐藤ヤエさんが

今年度の講座を振り返って活動の様子や感想などを発

表しました。演示部門では、７講座の受講生が歌や踊

りなどを披露し、最後は七日市公民館講座講師の金新

佐久さんのピアノ伴奏で「早春譜」を合唱し１年間の

講座を締めくくりました。 

　「村上ファミリーコンサート」が３月２０日、浜辺

の音楽館で開催され、テノール歌手・村上敏明さんの

父・敏雄さん、母・悦子さん、兄・宣也さんによる本

格的な歌声で観客を魅了しました。 

 第１部は、「サンタ・ルチア」でファミリーならで

はの息のあった歌声で幕を開け、成田為三作曲の「か

なりや」や「すみれ」を披露したほか、悦子さんの恩

師でもある浜辺の歌音楽館終身名誉館長・後藤惣一郎

さん作曲の「から松」「雪のかたち」を後藤さんの指

揮で会場と一緒に歌いました。　　 

　２部では、為三作曲の「うらうらと」「秋田県民歌」

等を会場全員で歌ったほか、敏雄さんと宣也さんの親

子による「千の風になって」や本格的なオペラの曲で、

聴衆を魅了しました。　 

　
秋
田
の
伝
統
工
芸
品
と
し
て
有
名
な「
樺

細
工
」
は
、
そ
の
源
は
鎌
沢
（
旧
合
川
町
）
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
御
所
野
家
の
先
祖
が
、

京
都
か
ら
奥
州
へ
下
る
と
き
技
術
を
身
に

つ
け
て
き
た
も
の
と
い
い
伝
え
ら
れ
、そ
れ

が
天
明
年
間（
１
７
８
１
〜
）角
館
へ
、大
館

へ
は
天
保
年
間
（
１
８
３
０
〜
）
に
伝
え
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。鎌
沢
の
樺
細

工
は
、素
朴
で
は
あ
り
ま
す
が
御
所
野
家
代
々

の
秘
伝
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

16
代
金
弥（
大
学
院
宥
秀
）が
工
夫
を
重
ね
、

外
部
に
発
表
し
ま
し
た
。
明
治
43（
１
９
１

０
）
年
、
17
代
当
主
御
所
野
弁
弥
が
樺
細
工

の
起
こ
り
に
つ
い
て
述
べ
た「
由
緒
書
」を
、

郡
役
所
に
提
出
し
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、13
代
大
学
院
宥
俊
が
、天
明
２（
１
７

８
２
）年
、御
所
野
家
の「
過
去
帳
」（
死
者
の

氏
名
、
戒
名
、
生
没
年
月
日
な
ど
を
書
い
て

お
く
帳
面
）
を
記
録
し
て
い
て
、
樺
細
工
の

起
源
が
判
明
し
ま
し
た
。 

　
樺
細
工
の
素
材
（
材
料
等
）
は
山
桜
の
樹

皮
を
使
い
ま
す
。樺
は
水
に
強
く
腐
食
し
な

い
、
火
に
は
弱
い
が
伸
び
縮
み
し
、
湿
気
を

除
き
乾
燥
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、横
に
は
裂

け
や
す
い
が
縦
に
は
強
い
と
い
う
性
質
が

あ
り
、
そ
の
特
色
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

樺
の
他
に
素
材
と
し
て
、下
地
に
な
る
槻
の

木
の
樹
皮
や
地
中
に
埋
も
れ
て
い
る
杉
の

木（
柾
目
）や
鹿
の
角
な
ど
を
使
い
ま
す
。用

具
は
、目
切
り
、小
刀
、曲
り
尺
胴
乱
の
木
型
、

木
槌
、
鋸
、
鋏
な
ど
多
く
の
用
具
を
使
い
ま

す
が
、何
よ
り
樺
細
工
工
人
の
技
術
が
求
め

ら
れ
ま
す
。樺
細
工（「
胴
乱
」を
含
）及
び
用

具
一
式
は
現
在
合
川
庁
舎
内
に
展
示
・
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。所
有
者
は
故
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。伝
承
者
は
な
く
途
絶
え
て
い
て
残

念
で
、北
秋
田
市
の
伝
統
工
芸
品
と
し
て
ぜ

ひ
復
活
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。中
屋
敷（
旧

鷹
巣
町
）に
も
伝
え
ら
れ
、ド
ラ
ン
コ（
樺
細

工
の
携
帯
用
タ
バ
コ
入
れ
） 

▽
資
料
／
「
北
鹿
は
宝
箱
」
、「
史
友
」（
合
川
地
方

史
研
究
会
）、「
御
所
野
家
と
樺
細
工
の
歴
史
」、合

川
町
史「
郷
土
の
あ
ゆ
み
」、秋
田
魁
新
聞
、ほ
か 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
　
照
内
捷
二 

▲樺細工「胴乱」、製作用具一式 

受
講
生
募
集 

高
齢
者
大
学
が
始
ま
り
ま
す
！ 

   

　
平
成
22
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区
で

開
講
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

生
涯
学
習
課
・
各
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

　
運
営
費
は
い
ず
れ
も
１
０
０
０
円
で
す
。 

 

テ
ー
マ「
仲
間
と
楽
し
く
学
び
合
お
う
」 

内
容
　
全
体
講
座
年
６
回
程
度 

　
　
　
ク
ラ
ブ
活
動
月
１
〜
２
回 

対
象
　
55
歳
以
上
の
方 

受
付
　
４
月
１
日（
木
）〜
４
月
16
日（
金
） 

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

　
　
　
　
中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

 

テ
ー
マ「
豊
か
な
人
生
づ
く
り
を
学
び
あ
う
」 

内
容
　
年
８
回
の
実
施
を
予
定
（
講
演
会
、 

　
　
　
移
動
研
修
、
運
動
会
な
ど
） 

対
象
　
55
歳
以
上
の
方 

受
付
　
随
時
募
集 

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

　
　
　
　
合
川
公
民
館
�

78-

２
１
１
４ 

 

テ
ー
マ「
新
た
な
生
き
が
い
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
」 

内
容
　
年
６
回
の
実
施
を
予
定（
講
演
会
・ 

　
　
　
移
動
研
修
・
健
康
教
室
な
ど
） 

対
象
　
55
歳
以
上
の
方 

受
付
　
４
月
１
日（
木
）〜
４
月
30
日（
金
） 

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

　
　
　
　
森
吉
公
民
館
�

72-

３
２
５
９ 

高
鷹
大
学

  

テ
ー
マ「
楽
し
く
学
ん
で
い
き
い
と
！
」 

内
容
　
年
６
回 

　（
講
演
会
、
移
動
研
修
、
歴
史
探
訪
な
ど
） 

対
象
　
60
歳
以
上
の
方 

受
付
　
４
月
１
日（
木
）〜
４
月
30
日（
金
） 

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

　
　
　
　
阿
仁
公
民
館
�

82-

２
２
２
０ 

    

　
現
在
文
化
会
館
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス

大
英
博
物
館
「
パ
ワ
ー
・
オ
ブ
・
ド
グ
ウ

展
」
東
京
国
立
博
物
館
「
国
宝
土
偶
展
」

よ
り
８
カ
月
ぶ
り
に
里
帰
り
し
た
伊
勢
堂

岱
遺
跡
の
板
状
土
偶
と
試
験
湛
水
に
よ
り

水
底
に
沈
ん
だ
森
吉
山
ダ
ム
関
連
遺
跡
の

出
土
品
を
展
示
公
開
中
で
す
が
、
連
日
多

く
の
市
民
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。 

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
伊
勢
堂

岱
遺
跡
と
北
秋
田
の
遺
跡
の
縄
文
力
を
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
６
月
１
日（
火
）ま
で 

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
　
　（
水
曜
日
は
休
館
） 

場
所
　
文
化
会
館
資
料
展
示
室 

入
場
料
　
無
料 

◎
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
班 

　
　
　
　
　
　
　
� 
62-

６
６
１
８ 

板
状
土
偶
里
帰
り
展 

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

阿
仁
生
き
活
き
大
学

森
吉
大
学

開
催
中 

き
づ
ち 

の
こ
ぎ
り 

は
さ
み 
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■
総
務
部 

◎
交
通
政
策
監
＝
佐
藤
廣
道（
秋
田
県
併
任
） 

▽
総
務
課
／
課
長
＝
小
塚
毅
（
生
活
課
長
）

／
総
務
班
＝
☆
河
田
浩
文
（
財
政
課
）
／
米

澤
田
茂
／
畠
山
久
子
／
職
員
班
＝
佐
藤
礼

介 ▽
総
合
政
策
課
／
課
長
＝
田
村
義
明
（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）／
政
策
班
兼
バ
イ

オ
マ
ス
推
進
室
＝
萩
野
貴
久
／
政
策
班
＝
平

川
貴
章
／
広
報
班
＝
☆
小
笠
原
吉
明
（
税

務
課
） 

▽
内
陸
線
再
生
支
援
室
／
秋
元
泰
之
／
畠

山
智
憲
（
秋
田
県
併
任
）
／
三
浦
俊
明
（
秋

田
県
併
任
）／
山
田
且
也（
仙
北
市
併
任
） 

■
財
務
部 

◎
部
長
＝
嶺
脇
裕
徳（
財
政
課
長
） 

▽
財
政
課
／
課
長
＝
中
川
真
一
（
税
務
課
）

／
財
政
班
＝
三
沢
聡
／
電
算
シ
ス
テ
ム
班
＝

佐
藤
晋 

▽
税
務
課
／
市
民
税
班
＝
☆
佐
藤
一
博（
生

活
課
）
／
福
嶋
統
／
資
産
税
班
＝
柴
田
照

悦
／
収
納
班
＝
北
林
直
樹 

■
市
民
生
活
部 

◎
部
長
＝
津
谷
和
暁（
建
設
部
長
） 

▽
生
活
課
／
課
長
＝
仲
谷
茂
好
（
消
防
本

部
総
務
課
長
）
／
地
域
推
進
班
＝
☆
浅
村

武
則
（
上
下
水
道
課
）
／
斎
藤
淳
／
淡
路
純

子
／
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
＝
花
岡

登 ▽
総
合
窓
口
課
／
市
民
班
＝
加
賀
光
也
／

国
保
年
金
班
＝
☆
澤
藤
榮
子
（
合
川
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
）／
菊
地
真
由
美 

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

班
＝
☆
鈴
木
厚
子
（
総
合
窓
口
課
）
／
☆
柴

田
幸
一
（
総
合
窓
口
課
）
／
杉
渕
テ
ル
／
関

勝
美
／
杉
渕
清
純
／
小
笠
原
千
春
／
中
川

和
恵
／
木
村
由
美
子
／
小
笠
原
朋
子
／
野

呂
康
一
／
白
渡
わ
か
な 

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

班
＝
☆
森
川
光
晴（
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

前
田
出
張
所
）／
近
藤
チ
カ
子
／
畠
山
千
鶴

子
／
成
田
嘉
彦
／
伊
藤
充
子
／
柴
田
亨
／

福
嶋
智
美
／
金
幸
子
／
三
浦
徳
浩
／
前
田

出
張
所
＝
☆
伊
東
由
美
子
（
阿
仁
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
大
阿
仁
出
張
所
） 

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

班
＝
☆
湯
沢
栄
治（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
）

／
☆
佐
藤
保
（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
）

／
☆
疋
田
隆
一
（
福
祉
課
）
／
佐
藤
ま
り
子

／
原
眞
理
子
／
佐
藤
洋
子
／
石
崎
正
則
／

根
田
孝
一
／
武
田
瑞
穂
／
岸
野
奏
子
／
鈴

木
久
美
／
大
阿
仁
出
張
所
＝
☆
石
川
静
子

（
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
） 

■
健
康
福
祉
部 

◎
部
長
＝
畠
山
正（
総
合
政
策
課
長
） 

▽
福
祉
課
／
地
域
福
祉
班
＝
片
岡
洋
一
／

小
笠
原
啓
仁
／
障
が
い
福
祉
班
＝
鈴
木
喜

子
／
こ
ど
も
福
祉
班
＝
松
橋
佳
子
／
鷹
巣

中
央
保
育
園
＝
福
田
初
子
／
渡
辺
さ
ゆ
り

／
あ
い
か
わ
保
育
園
＝
相
馬
京
子
／
菊
地
久

美
子
／
福
岡
佳
奈
／
米
内
沢
保
育
園
＝
田

中
朋
子
／
前
田
保
育
園
＝
土
濃
塚
悦
子
／

片
岡
八
千
代
／
阿
仁
合
保
育
園
＝
松
橋
寿

美 ▽
医
療
推
進
課
／
阿
仁
診
療
所
＝
☆
戸
嶋

哲
行（
農
林
課
） 

▽
健
康
推
進
課
／
健
康
推
進
班
＝
伊
藤
幸

智
子 

■
産
業
部 

▽
農
林
課
／
農
業
振
興
班
＝
☆
柴
田
明
弘

（
商
工
観
光
課
）
／
佐
藤
義
隆
／
久
留
嶋
喜

経
／
種
苗
交
換
会
推
進
室
＝
成
田
周
英 

▽
商
工
観
光
課
／
課
長
＝
柴
田
榮
則
（
監

査
委
員
事
務
局
）
／
商
工
労
働
班
＝
☆
木

村
謙
一
（
都
市
計
画
課
）
／
観
光
振
興
班
＝

三
浦
仁
作
／
藤
田
学 

■
建
設
部 

◎
部
長
＝
赤
石
利
法（
市
民
生
活
部
長
） 

▽
都
市
計
画
課
／
課
長
＝
石
川
仁
司
（
総

務
課
長
）
／
建
築
住
宅
班
兼
都
市
計
画
班

＝
☆
村
上
謙
正
（
都
市
計
画
課
）
／
建
築
住

宅
班
＝
桜
田
正
明 

▽
建
設
課
／
管
理
班
＝
岸
野
公
年
／
工
務

班
＝
西
根
弘
樹
／
佐
藤
誠 

　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。 

　
異
動
総
数
は
１
９
４
人
、
う
ち
市
長
及
び
教
育
委
員
会
部
局
が
１
４

１
人
、
消
防
本
部
53
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
更
な
る
行
政
の
効
率
化
と
ス
リ
ム
化
を
勘
案
し
、
総
合
窓
口
課
生
活

班
と
生
活
課
地
域
推
進
班
を
統
合
。
併
せ
て
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
の

市
民
班
と
生
活
班
を
統
合
し
、
市
民
生
活
班
と
し
ま
し
た
。 

　
内
陸
線
支
援
室
に
秋
田
県
と
仙
北
市
か
ら
職
員
４
人
の
派
遣
を
受
け

て
、
市
職
員
３
名
と
と
も
に
利
用
促
進
の
連
携
を
深
め
ま
す
。 

　
市
か
ら
は
、
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構（
仮
称
）、
県
総
務
企
画
部
市

町
村
課
、
県
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
な
ど
に
７
人
を
派
遣
し
ま
す
。 

（

）
は
異
動
前
。
部
課
長
、

退
職
者
等
を
除
き
役
職

は
省
略
し
て
い
ま
す
。 

☆
は
班
長
・
主
幹 

 

人事異動 

▽
上
下
水
道
課
／
課
長
＝
堀
部
聡
（
生
涯

学
習
課
長
）
／
業
務
班
＝
疋
田
憲
匡
／
下

水
道
班
＝
金
澤
聡
志 

▼
会
計
課
／
課
長
＝
佐
藤
要
（
総
務
課
）
／

☆
仲
村
あ
け
み（
総
務
課
） 

■
消
防
本
部（
一
般
職
） 

▽
総
務
課
／
藤
島
恵
子 

■
消
防
本
部（
消
防
吏
員
） 

▽
総
務
課
／
課
長
＝
長
岐
順
一
（
消
防
本

部
予
防
課
長
）
／
☆
木
村
誠
一
（
北
秋
田
市

消
防
署
） 

▽
予
防
課
／
課
長
＝
�
橋
進（
森
吉
分
署
長
）

▽
警
防
課
／
☆
長
岐
篤
市（
阿
仁
分
署
） 

▽
北
秋
田
市
消
防
署
／
笹
代
初
生
／
大
沢

秀
高
／
小
塚
儀
彦
／
長
岐
隆
宏
／
小
林
孝

広
／
神
成
昭
仁
／
中
嶋
則
幸
／
鈴
木
博
喜

／
近
藤
典
昭
／
伊
藤
剛 

▽
森
吉
分
署
／
分
署
長
＝
中
嶋
誠（
警
防
課
）

／
武
石
博
／
近
藤
高
広
／
金
田
平
／
杉
渕

絢
也 

▽
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
大
野
賢
一
（
合

川
分
署
）
／
松
橋
正
弘
／
春
日
広
美
／
中

嶋
忍
／
小
坂
重
人
／
清
水
健
吾
／
高
関
公

典
／
若
松
健
太
郎 

▽
合
川
分
署
／
分
署
長
＝
成
田
忠
男
（
森

吉
分
署
）
／
近
藤
忠
彦
／
畠
山
勇
夫
／
千

葉
隆
人
／
松
井
信
人
／
金
田
光
明
／
高
堰

大
作
／
庄
司
満
久
／
櫻
田
敬
大 

▽
上
小
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
齊
藤
進（
上

小
阿
仁
分
署
）
／
越
前
谷
正
光
／
大
沢
誠

治
／
佐
藤
嘉
孝
／
千
葉
久
／
佐
藤
一
彦
／

畠
山
充
／
鈴
木
和
明 

■
議
会
事
務
局 

◎
局
長
＝
鈴
木
美
千
英
（
健
康
福
祉
部
長
）

▽
小
坂
竜
也 

■
教
育
委
員
会
事
務
局 

▽
総
務
課
／
総
務
班
＝
三
浦
純
子
／
北
林

花
子 

▽
学
校
教
育
課
／
課
長
〔
義
務
教
育
〕
＝
山

本
英
幸（
学
校
教
育
課
）／
課
長〔
高
校
教
育
〕

＝
渡
部
哲
男
（
阿
仁
診
療
所
事
務
長
）
／
義

務
教
育
班
＝
☆
佐
々
木
馨
（
阿
仁
中
学
校
）

／
新
田
あ
さ
み
／
鷹
巣
小
学
校
＝
斉
藤
正

樹
／
鷹
巣
南
小
学
校
＝
津
谷
清
孝
／
鷹
巣

中
学
校
＝
堀
部
保 

▽
生
涯
学
習
課
／
課
長
＝
斉
藤
彦
志
（
商

工
観
光
課
長
）
／
文
化
会
館
＝
岸
野
泰
晴

／
森
吉
図
書
館
＝
高
田
節
子 

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
＝
木
村
秀
信 

▽
合
川
高
等
学
校
／
校
長
＝
齋
藤
和
彌（
大

曲
高
等
学
校
教
頭
）
／
佐
藤
博
之
（
羽
後
高

等
学
校
） 

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

▽
☆
佐
藤
伸（
総
合
政
策
課
） 

■
監
査
委
員
事
務
局 

▽
☆
高
橋
守（
会
計
課
） 

■
総
務
部
付
職
員
・・・〈 

〉は
派
遣
先 

▽
畠
山
裕
尚
〈
秋
田
県
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
（
仮
称
）
〉
／
九
島
友
康
〈
秋
田
県
総
務

企
画
部
市
町
村
課
〉
／
長
崎
剛
征
〈
秋
田
県

健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
〉
／
佐
藤
貴
子

／
佐
藤
ま
ゆ
み
／
大
野
さ
よ
子 

■
新
規
採
用
職
員
・・・〈 

〉は
配
属
先 

▽
市
長
部
局
／
武
藤
晋
〈
財
務
部
財
政
課
〉

／
北
嶋
綾
子
〈
総
務
部
総
務
課
〉
／
佐
藤
元

気
〈
市
民
生
活
部
総
合
窓
口
課
〉
／
佐
藤
有

羽
〈
健
康
福
祉
部
医
療
推
進
課
〉
／
津
谷
侑

希
〈
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
〉
／
成
田
め

ぐ
み〈
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
〉 

▽
消
防
本
部（
消
防
吏
員
）／
明
石
知
也〈
北

秋
田
市
消
防
署
〉
／
木
村
亮
太
〈
北
秋
田
市

消
防
署
森
吉
分
署
〉
／
櫻
田
優
平
〈
北
秋
田

市
消
防
署
合
川
分
署
〉 

■
退
職
者 

▽
千
葉
昭
平（
財
務
部
長
）／
今
畠
健
一（
議

会
事
務
局
長
）
／
　
橋
俊
秀
（
都
市
計
画
課

長
）
／
岩
本
治
義
（
上
下
水
道
課
長
）
／
相

馬
博
英
（
会
計
課
長
）
／
松
岡
嗣
男
（
消
防

上
小
阿
仁
分
署
長
）
／
�
橋
一
（
学
校
教
育

課
長
）
／
杉
渕
正
子
（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
主
幹
）／
木
元
直
子（
あ
い
か
わ
保
育
園

主
幹
）
／
成
田
博
幸
（
生
涯
学
習
課
参
事
）

／
吉
田
一
康
（
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
主

幹
）
／
小
林
博
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
参
事
）
／

金
田
清
市
（
生
活
課
副
主
幹
）
／
畠
山
雅
任

（
総
務
部
付
副
主
幹
）
／
福
田
美
保
子
（
健

康
推
進
課
副
主
幹
）
／
武
藤
四
郎
（
合
川

高
等
学
校
校
長
・
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所

長
へ
）
／
柴
田
保
（
学
校
教
育
課
長
・
金
岡

小
学
校
長
へ
）
／
　
橋
泰
三
（
合
川
高
等
学

校
教
諭
・
大
館
国
際
情
報
学
院
高
等
学
校
へ
） 

　
市
で
は
今
年
度
、
医
療
構
想
を

策
定
す
る
予
定
で
す
が
、
広
く
市

民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
市
医
療
構
想
策
定

委
員
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。 

募
集
　
若
干
名 

任
期
　
市
医
療
構
想
答
申
ま
で 

資
格
　
18
歳
以
上
の
市
民
で
医
療

行
政
に
関
心
が
あ
り
、
市
民
の
立

場
か
ら
建
設
的
な
意
見
を
持
っ
て

い
る
方 

申
込
方
法
　
申
込
書（
医
療
推
進
課

備
付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
課
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
申

込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。 

募
集
締
切
　
４
月
20
日（
火
） 

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ 

　
医
療
推
進
課
�

62-

６
６
２
６ 

北
秋
田
市 

　「
医
療
構
想
策
定
委
員
」 

　
　
　
　
を
公
募
し
ま
す 
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■公民館 

中央公民館      �６２－１１３０ 

【ロビー展】パンの花 

▼４/12（月）母と子のわくわく広場

＝10:00～11:30 

森吉公民館　　  �７２－３２５９ 

【サロン展】レザークラフト 

阿仁公民館　　　�８２－２２２０ 

【ロビー展】懐かしの阿仁地区学校写真展 

■文化会館　�６２－３３１１ 
▼４/17（土）おはなしでてこい＝14:00～ 

▼４/18（日）日本舞踊鳳樹会「追悼チャ

リティ発表会」＝12:00～　1000円 

▼４/24（土）映画「交渉人THE 

MOVIE」＝①11:00～②14:00～　

　特別優待割引　大人1300円、高校

生1000円、中学生以下800円、シニ

ア（60歳以上）1000円 

■スポーツ　�６２－３８００ 
▼４/17（土）第48回河田杯マラソン

大会＝中央公民館（開会式） 

▼４/24（土）25（日）大北中学春季総

体バスケットボール大会＝鷹巣体育館 

▼４/24（土）25（日）大北中学春季総

体野球大会＝中央公園野球場 

▼４/25（日）第49回全県選抜高校柔

道大会・第13回全県選抜高校女子柔

道大会＝森吉総合スポーツセンター 

料 

料 

健
　
康　

健
康
推
進
課
　

62-

６
６
６
６

問 

　
母
子
健
康
手
帳
交
付 

期
日
　
４
月
５
日
（
月
）
、
12
日
（
月
）
　

　
　
　
　
　
19
日（
月
）、
26
日（
月
） 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
今
月
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
１
カ
所
に
な
り
ま
す
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い 

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
） 

日
時
　
４
月
22
日（
木
）　
18
時
〜
20
時 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
７
月
〜
９
月
出
産
予
定
の
方
及

び
そ
の
家
族 

内
容
　
調
理
実
習
・
パ
パ
妊
婦
体
験
等 

申
込
期
限
　
４
月
15
日（
木
）※
要
申
込
み 

　
４
月
の
乳
児
健
診
・
相
談 

   

▽
４
か
月
児
健
康
診
査 

　
期
日
　
４
月
27
日（
火
） 

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時 

　
対
象
　
平
成
21
年
12
月
生
ま
れ
の
子 

▽
７
か
月
児
育
児
相
談 

　
期
日
　
４
月
15
日（
木
） 

　
受
付
時
間
　
９
時
45
分
〜
10
時 

　
対
象
　
平
成
21
年
９
月
生
ま
れ
の
子 

▽
10
か
月
児
健
康
診
査 

　
期
日
　
４
月
15
日（
木
） 

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時 

　
対
象
　
平
成
21
年
６
月
生
ま
れ
の
子 

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室 

　
期
日
　
４
月
16
日（
金
） 

　
受
付
時
間
　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分 

　
対
象
　
平
成
21
年
４
月
生
ま
れ
の
子 

　
ポ
リ
オ
予
防
接
種 

期
日
　
４
月
22
日（
木
） 

時
間
　
13
時
〜
13
時
30
分 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
４
月
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
１
カ
所
に
な
り
ま
す
） 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、予
診
票 

　
健
康
相
談 

期
日
・
場
所 

　
▽
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
４
月
22
日（
木
） 

　
▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
４
月
８
日（
木
） 

　
▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
４
月
22
日（
木
） 

　
▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
４
月
８
日（
木
） 

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分 

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳 

（
な
い
方
は
相
談
時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会 

日
時
　
４
月
23
日（
金
） 

時
間
　
13
時
〜
15
時 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い
。 

※
相
談
の
あ
る
方
は
、
直
接
会
場
に
お
い

で
く
だ
さ
い 

　
４
月
は「
秋
田
県
は
し
か
排
除 

　
推
進
月
間
」で
す 

　
は
し
か
は
、
特
効
薬
が
無
く
、
か
か
っ

た
人
の
お
よ
そ
１
０
０
０
人
に
１
人
が
亡

く
な
る
病
気
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
を
２
回

接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
は

し
か
に
か
か
ら
ず
に
済
み
ま
す
。 

　
１
期（
１
歳
児
）、
２
期（
年
長
児
）、
３

期
（
平
成
９
年
度
生
ま
れ
）
、
４
期
（
平
成

４
年
度
生
ま
れ
）
の
方
は
、
接
種
費
用
が

無
料
で
す
。 

　
対
象
者
に
は
定
期
予
防
接
種
の
予
診
票
、

説
明
書
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
な

い
で
受
け
ま
し
ょ
う
。 

※
対
象
者
で
必
要
書
類
が
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い 

　
女
性
特
有
の
が
ん
検
診 

　「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」の
実
施
　 

対
象
者
　
平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
次

の
年
齢
に
な
っ
た
方 

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
20
歳
、
25
歳
、
30

歳
、35
歳
、40
歳 

▽
乳
が
ん
検
診
＝
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、

55
歳
、60
歳 

有
効
期
限
　
12
月
末
日
ま
で 

※
対
象
者
に
は
、
個
別
に
お
知
ら
せ
し

ま
す 

　「
健
康
ガ
イ
ド
」を
配
布
し
ま
し
た 

　
母
子
健
診
・
成
人
検
診
日
程
、
予
防

接
種
、
保
健
事
業
等
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
１
年
間
大
切
に
保
存
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
配
布
さ
れ
な
い
場
合
は
健
康

推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

  

  

 

 

初心者水泳 

初級水泳 

中級水泳 

上級水泳 

選手コース 

楽楽水中健康 

水中運動 

エンジョイアクアビクス 

スノーケリング 

スキンダイビング 

子供水泳 

 

 

教室名教室名  教室名  

プ

ー

ル

教

室

プ

ー

ル

教

室

 

プ

ー

ル

教

室

 

シェイプアップ 

ボクササイズ 

バランスボール 

高齢者体操 

フィットネス会員 募集中！ 

メタトレ会員 募集中！ 

 
北秋田市民プール
月曜～金曜 10:00～21:00 
土曜～日曜 10:00～17:30

北秋田市民プール�62-5001問 

◆屋内温水プール

 （25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用） 

◆トレーニングルーム 
 （ランニングマシン、各種ウエイトマシン） 

▼各教室の時間および受講料は、市民

プールまでお問い合わせください 

▼教室の無料体験もできます。参加し

て自分に合ったクラスを見つけてみま

せんか 

プール利用（個人） 小学生100円 中学生200円 高校生300円 一般500円 

トレーニング利用（個人） 　　　中学生 50円 高校生100円 一般200円 

教室名教室名  教室名  曜 日曜 日  曜 日  曜 日曜 日  曜 日  

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

水曜日 

木曜日 

水・木曜日 

金曜日 

火・金曜日 

火・金曜日 

木曜日 

日曜日 

木曜日 

金曜日 

月曜日 

火・水・木曜日 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

む
し
歯
の
な
い
子 

（
３
歳
児
健
診
） 

中

村

さ

く

ら

  
庄

司

ゆ

う

か

  

佐

藤

だ

い

ご

  

庄

司

り

ん
  

石

崎

れ

い

な

  

加
賀
こ
う
し
ょ
う  

三

沢

ゆ

う

と

  

津

谷

わ

か

な

  

倉

内

ひ

な

た

  

畠

山

つ

き

の

  

佐

藤

ゆ

ら

  

畠

山

と

う

や

  

中

川

し

ゆ

う

  

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

ち
ゃ
ん 

木

戸

石 

通

り

町 

比

立

内 

浦

田

 

寄

延

 

桂

瀬

 
前

野
 

下

家

下 

東

中

岱 

住

吉

町 

堂

ヶ

岱 

南

鷹

巣 

大

町

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

◆
突
然
の
発
熱
や
咳
・
く
し
ゃ
み
・
の 

　
ど
の
痛
み
・
関
節
痛
・
下
痢
な
ど
の

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
が
あ
る

　
時
は
、
登
録
医
療
機
関
を
確
認
の

　
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず

　
マ
ス
ク
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
予
防
に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
習

　
慣
を
す
る
こ
と
を
原
則
に
、
手
洗

　
い
・
う
が
い
・
人
ご
み
を
避
け
る
・

　
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

　
　
健
康
推
進
課 

�

62-

６
６
６
６ 

　
（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
） 

予
防
に
つ
い
て

予
防
に
つ
い
て

予
防
に
つ
い
て

問 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
他 

期
日
　
４
月
30
日（
金
） 

時
間
　
10
時
〜
12
時
30
分（
受
付
30
分
前
） 

場
所
　
鷹
巣
中
央
公
園
内
運
動
公
園 

参
加
費  

無
料
　
コ
ー
ス  

２
㎞
、４
㎞ 

持
ち
物
　
昼
食
、飲
み
物
、雨
具
、は
し
、

お
椀（
み
そ
汁
サ
ー
ビ
ス
あ
り
） 

申
込
締
切
　
４
月
23
日（
金
） 

※
阿
仁
、森
吉
、阿
仁
か
ら
バ
ス
送
迎
が

あ
り
ま
す（
先
着
順
） 

　
　
　
健
康
推
進
課 

�

62-

６
６
６
６ 

問 

申 

﹁

さ
く
ら
ウ
オ
ー
ク

さ
く
ら
ウ
オ
ー
ク
﹂

﹁

さ
く
ら
ウ
オ
ー
ク
﹂

参
加
者
募
集
！

参
加
者
募
集
！

参
加
者
募
集
！

■
４
月
14
日（
水
）全
血
【
鷹
巣
地
区
】 

北
秋
田
市
商
工
会

13
時
〜
14
時
30
分 

い
と
く
鷹
巣
南
店

14
時
45
分
〜
16
時
30
分 

北
秋
田
地
域
振
興
局

10
時
〜
12
時 

北
秋
田
市
奨
学
生
の
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、奨
学
資
金
の
貸
付

制
度
を
設
け
、資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、学
業
が
優
秀
で
あ

り
、経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
学

生
に
対
し
、貸
付
審
査
会
で
の
審
査
を
経

て
学
資
を
貸
与
す
る
も
の
で
す
。 

対
象
者
　
高
校
生
、
高
等
専
門
学
校
生
、

短
期
大
学
生
、大
学
生 

奨
学
金
の
額
　
高
校
生
、
高
等
専
門
学

校
生
＝
月
額
２
万
円
／
短
期
大
学
生
、

大
学
生
＝
月
額
３
万
５
千
円 

返
済
期
間
　
貸
付
期
間
の
２
倍
の
期
間
内 

申
込
締
切
　
４
月
30
日（
金
） 

※
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
総
務
課

の
ほ
か
、
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
も

お
受
け
取
り
で
き
ま
す 

　
　
　
教
育
委
員
会
総
務
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

62-

６
６
１
６ 

問 

申 
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お
知
ら
せ 

　
春
の
火
災
予
防
運
動
週
間 

　
４
月
４
日
（
日
）
〜
10
日
（
土
） 

◆
統
一
標
語
◆
　『
消
え
る
ま
で 

ゆ
っ
く

り
火
の
元
　
に
ら
め
っ
こ
』 

　
消
防
本
部
及
び
消
防
団
で
は
、
火
災
予

防
運
動
週
間
に
火
災
予
防
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。 

▼
４
月
４
日（
日
） 

　
・
各
地
区
消
防
団
一
斉
放
水
訓
練 

　
・
住
宅
用
火
災
警
報
機
設
置
Ｐ
Ｒ
活
動 

　
・
防
火
ぬ
り
絵
展
示（
10
日
ま
で
） 

　
場
所
　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
た
か
の
す
　

店
イ
ベ
ン
ト
広
場（
放
水
訓
練
を
除
く
） 

▼
３
月
29
日（
月
）〜
４
月
11
日（
日
） 

　
・
防
火
ぬ
り
絵
展
示 

　
場
所
　
内
陸
線
阿
仁
合
駅
、
道
の
駅
　

あ
に 

※
期
間
中
は
、
朝
７
時
と
夜
９
時
（
森
吉

夜
８
時
）
に
防
火
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
ほ

か
、
消
防
車
両
に
よ
る
防
火
巡
回
広
報
を

し
ま
す 

※
阿
仁
地
区
で
は
、
阿
仁
合
小
と
大
阿
仁

小
の
児
童
が
、
朝
７
時
と
夜
７
時
に
防
災

無
線
で
防
火
広
報
活
動
を
し
ま
す 

　
　
消
防
本
部
予
防
課
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
   　
　
�

62-

１
１
１
９ 

　
市
民
グ
ル
ー
プ
森
づ
く
り
活
動
支
援
事
業 

　
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
市
民
グ
ル
ー

プ
が
行
う
植
林
、
育
林
等
の
森
づ
く
り
活

動
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

対
象
　
市
民
グ
ル
ー
プ
（
町
内
会
、
子
ど

も
会
、
有
志
会
な
ど
） 

助
成
要
件
　
①
概
ね
30
人
以
上
が
参
加
し

て
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
る
こ
と 

②
活
動
対
象
地
と
し
て
土
地
所
有
者
の
了

解
が
得
ら
れ
て
い
る
場
所
で
行
う
も
の
で

あ
る
こ
と 

申
込
期
限
　
６
月
１
日（
火
） 

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

　
　
農
林
課
林
業
振
興
班 

　
　
　 

　
　
　
　
　
�

72-

５
２
４
１ 

　
秋
田
県
合
同
就
職
面
接
会 

▼
東
京
会
場 

　
期
日
　
４
月
15
日（
木
） 

　
時
間
　
13
時
〜
16
時（
受
付
12
時
〜
） 

　
場
所
　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ 

▼
秋
田
会
場 

　
期
日
　
５
月
６
日（
木
） 

　
時
間
　
12
時
30
分
〜
16
時
30
分 

　
　
　
　（
受
付
11
時
30
分
〜
） 

　
場
所
　
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル 

◇
共
通
事
項 

　
対
象
　
平
成
23
年
３
月
に
大
学
、
短
大
、

　
高
専
、
専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学

　
生（
一
部
企
業
で
は
既
卒
者
も
対
象
） 

　
※
入
場
無
料
、
入
退
場
自
由
　 

　
　
県
雇
用
労
働
政
策
課 

　
　
　 

�

０
１
８-

８
６
０-

２
３
３
５ 

　
第
８
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　
大
会
の
申
込
み 

大
会
期
日
　
９
月
４
日（
土
） 

競
技
種
目
　
陸
上
競
技
、
水
泳
、
卓
球
、

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
障
害
） 

申
込
書
配
布
　
５
月
６
日（
木
）よ
り
、
市

役
所
福
祉
課
で
申
込
関
係
書
類
の
配
布
を

開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
同
日
よ
り
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。 

申
込
締
切
　
６
月
11
日（
金
） 

　
　
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会 

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
４-

２
７
５
０ 

　
　
　
　
０
１
８-

８
７
４-

９
４
６
７ 

　
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
　
　

　
税
務
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
） 

試
験
日
　
９
月
５
日（
日
） 

受
験
資
格
　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方 

申
込
書
請
求
　
５
月
10
日（
月
）か
ら
最
寄

り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
、

人
事
院
東
北
事
務
局
で
配
布
　 

受
付
期
間
　
６
月
22
日（
火
）〜
29
日（
火
）

　
　
人
事
院
東
北
事
務
局 

　
　
　
�

０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２ 

　
多
重
債
務
相
談
窓
口
（
無
料
） 

　
借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金
問
題
は
様
々

な
方
法
で
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
30
分（
平
日
） 

窓
口
　
財
務
省
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事

務
所（
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
３
階
）
　 

　
�

０
１
８-

８
６
２-

４
１
９
６（
専
用
） 

問 地球温暖 化 対 策地球温暖 化 対 策地球温暖 化 対 策 生活課環境班　�62-1110

〜エコな生活をしましょう！〜エコな生活をしましょう！
ち き ゅ う お ん だ ん か た い さ く

問 問 

問 問 

　地球温暖化は、人為起源の温室効果ガスの増加による可能性がかなり高いといわれています。 

　温室効果ガスには、主なものとして６種類あり、その中でもエネルギー起源の二酸化炭素が大きな

割合を占めています。自然豊かな北秋田市や、美しい地球を子孫に引き継いでいくためには、皆さん

一人ひとりが将来に対し責任を持った行動を実践していくことが必要です。 

　今回は、家庭でもできる地球温暖化対策について紹介します。 

エネルギー使用量の削減

○冷房機器は不必要なつけっぱなしをしない

○見たいテレビ番組を選んで見る

○電気製品は、使わない時はコンセントからプラ

　グを抜き、待機時消費電力を少なくする

○人のいない部屋の照明は、こまめに消灯する

○電気ポットは長時間使わない時には、コンセン

　トからプラグを抜く

○冷蔵庫の扉の開閉を少なくする

○洗濯する時は、まとめて洗う

○温水洗浄便座は使用しない時、ふたを閉める
家庭ごみの減量

○買い物に行くときはマイバッグを持参し、レジ

　袋を断る

○生ごみはできるだけ水を切る（ごみの重さの

　30％〜40％は生ごみが占めており、そのほと

　んどは水分）

○分別収集への協力

　（新聞・チラシの他、包装

　紙や菓子箱等の容器包装

　ごみも古紙回収へ） 缶

びん缶

回収中

乗用車の燃料使用量の削減

○アイドリングはできる限りしない

○空ぶかしを自粛する

○経済速度を心がけ、急発進、急加速をしない

○タイヤの空気圧は適正に保つ

○無駄な荷物を積んだ

　まま運転しない

灯油使用量の削減

○暖房は20℃を目安に温度設定する

○暖房機器は不必要なつけっぱなしをしない

○天井から床までのカーテンを

　使用する

○お湯の無駄使いをしない

○シャワーの不必要な使用時間

　を減らす

ち き ゅ う お ん だ ん か た い さ く

目標を達成するため、各家庭では次のような取り組みをお願いします目標を達成するため、各家庭では次のような取り組みをお願いします
住宅用火災警報器
設置はお済みですか？

設 置 義 務 化

平成23年６月から

　消防法で全ての住宅に 

住宅用火災警報器の設置 

が義務付けられます 

（平成23年６月１日までに） 

　北秋田市管内や県内外に

おいて、住宅火災による死

者が発生しています。　 

　建物火災では、火災の発

生に気づくのが遅れて『逃

げ遅れ』により、多くの方が

亡くなっています。ご自身

の身を守るためにも、『住

宅用火災警報機』を設置し

ましょう。 

　市では、設置の推進を図る 

ため、次のとおり補助金交付を延長します。 

対象　自治会や町内会、婦人防火クラブが共同
　　　購入する場合 

金額　共同購入世帯数に３００円を乗じた額 

期間　平成23年３月31日まで 

問 消防本部 総務課　�62-1119

問 

消費者トラブルに巻き込まれたときは

なるべくお早めにご相談ください

北秋田市消費生活相談窓口（生活課地域推進班内）

�６２−６６２８
受付時間：月曜〜金曜日（平日）

　　　　　８時30分〜17時15分

【これまでの相談例】 

①購入した商品に関するトラブルについて 

②還付金詐欺や架空請求などの対処法について 

③悪質商法による被害の予防または、被害回復について 

④多重債務問題の解決について 

　消費生活相談窓口では、消費活動 

に伴うトラブルについての相談を受 

け付けています。 

　どうすればいいか困ったときや、 

不審に思ったときは、一人で悩まずに消費生活相

談窓口へご相談ください。 

消費生活に関する講座を開いてみませんか？ 

　市では、自治会や学校、自主グループの学習会

などへ出向いて、消費生活に関する講座を実施し

ます。希望される方はご連絡ください。 
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お・知・ら・せ ＝お申し込み　　＝お問い合わせ 申 問 

お
知
ら
せ 

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の 

　
縦
覧
が
で
き
ま
す 

　
平
成
22
年
度
固
定
資
産
税
の
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。 

期
間
　
４
月
１
日
〜
５
月
31
日 

　
　
　
　
　
　
　（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
） 

時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

場
所
　
税
務
課
、
各
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー 

対
象
　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
、
家
屋
を

有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
及
び

納
税
管
理
人
、
ま
た
は
そ
の
代
理
人 

必
要
な
物
　
印
鑑
、
本
人
と
確
認
で
き
る

も
の
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状 

　
　
税
務
課
資
産
税
班 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

62-

１
１
１
７ 

　
閉
店
の
お
知
ら
せ 

　
米
内
沢
病
院
の
売
店
は
、
平
成
22
年
３

月
31
日
に
閉
店
し
ま
し
た
。 

　
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
仁
風
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

72-

４
５
０
１ 

　
北
秋
田
市
公
の
施
設
に
係
る 

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
公
表 

指
定
管
理
施
設
名
称
　
▼
北
秋
田
市
国
民

宿
舎
森
吉
山
荘
（
北
秋
田
市
森
吉
字
湯
ノ

岱
14
番
地
）
▼
北
秋
田
市
ク
ウ
ィ
ン
ス
森

吉（
北
秋
田
市
小
又
字
堂
ノ
下
21
番
地
２
）

▼
北
秋
田
市
太
平
湖
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス（
北

秋
田
市
森
吉
字
桐
内
沢
外
30
国
有
林
１
０

１
２
林
班
イ
小
班
内
）
▼
北
秋
田
市
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
四
季
美
館
（
北
秋
田

市
阿
仁
前
田
字
大
道
上
３
番
地
１
）
▼
北

秋
田
市
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
（
北
秋
田

市
阿
仁
打
当
字
仙
北
渡
道
上
ミ
67
番
地
）

▼
北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
マ
タ

ギ
資
料
館
（
北
秋
田
市
阿
仁
打
当
字
仙
北

渡
道
上
ミ
66
番
地
１
）
▼
北
秋
田
市
農
業

者
健
康
管
理
施
設
（
北
秋
田
市
阿
仁
打
当

字
仙
北
渡
道
上
ミ
67
番
地
）
▼
北
秋
田
市

阿
仁
農
林
水
産
物
直
売
・
食
材
供
給
施
設

（
北
秋
田
市
阿
仁
比
立
内
字
家
ノ
後
８
番

地
１
外
）
▼
北
秋
田
市
阿
仁
熊
牧
場
（
北

秋
田
市
阿
仁
打
当
字
陣
場
１
番
地
39
）
▼

北
秋
田
市
遊
遊
ガ
ー
デ
ン
施
設
（
北
秋
田

市
阿
仁
中
村
字
打
当
内
１
番
地
外
） 

※
計
10
施
設 

指
定
管
理
者
　
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
株

式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
北
林
昭
男 

（
北

秋
田
市
阿
仁
打
当
字
仙
北
渡
道
上
ミ
67
番

地
） 

指
定
期
間
　
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で（
１
年
間
） 

審
査
経
過
　
▼
申
請
期
間
／
平
成
22
年
１

月
４
日
か
ら
平
成
22
年
１
月
14
日
ま
で
▼

選
定
委
員
会
／
平
成
22
年
１
月
18
日
▼
申

請
団
体
数
／
１
団
体
▼
選
定
結
果
／
指
定

管
理
者
の
候
補
者
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と

認
定
　
　 

市
議
会
の
議
決
　
平
成
22
年
３
月
５
日 

　
　
商
工
観
光
課
観
光
振
興
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

72-

５
２
４
３ 

問 平成22年度から後期高齢者医療の保険料率が変わります
　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改定されることになっており、平成22年度から保険料

率が変更されます。所得が一定以下の世帯の方に適用される保険料の軽減措置については、平成21年度

と同じ割合で継続されます。改定後の保険料率に基づく保険料額は、平成22年７月中旬頃みなさまに通

知する予定です。 

後期高齢者医療保険料の内訳

保険料額　＝　均等割額　＋　所得割額（所得×所得割率）
均等割額　→　県内の加入者全員に等しく納めていただく金額です 

所得割額　→　加入者本人の所得に応じて納めていただく金額です 

保険料額　＝　均等割額　＋　所得割額（所得×所得割率）

平成21年度まで 平成22年度から 

均等割額 

所得割率 

均等割額 

所得割率 

３８，４２６円 ３８，９２５円 

７.１２％ ７.１８％ 

●保険料率が変わります 

均等割額 
平成22年度から 

基礎控除額（330,000円） 

被保険者全員の年金収入80万円以下で、 
その他各所得がない 

世帯主及び被保険者の総所得金額等が下記の基
準を超えない世帯 

均等割額 
平成21年度まで 

均等割合 

５，８００円 ８.５割 ５，７００円 

基礎控除額（330,000円）＋245,000円×被保険者 
の数（世帯主である被保険者を除く） 

基礎控除額（330,000円）＋305,000円×被保険者 
の数 

後期高齢者医療制度加入前に被用者保険の被扶 
養者であった被保険者 

３，８００円 ９割 ３，８００円 

１９，４００円 ５割 １９，２００円 

３１，１００円 ２割 ３０，７００円 

３，８００円 ９割 ３，８００円 

●均等割額の軽減措置（軽減割合は変更ありません） 

被保険者本人の総所得金額等（基礎控除後） 

58万円以下（年金収入のみの場合は、153万円～211万円以下） 

●所得割額の軽減措置（軽減割合は変更ありません） 

５割 

軽減割合 

保険料の算定について

　２年ごとに改定される保険料率は、「秋田県後期高齢者医療広域連合」が決定しています。市町村

では、広域連合で決定した保険料率に基づき、保険料の通知や納付書をみなさまに送付しています。 

　今回の保険料率改定では、医療費の増加等の要因により、みなさまに納めていただく保険料も引

き上げされることになりました。算定の経緯については広域連合のホームページで紹介しています。 

■広域連合ホームページ　→　http://www.akita-kouiki.jp/

秋田県後期高齢者医療広域連合　�０１８－８５３－７１５５ 

北秋田市総合窓口課国保年金班　�６２－１１１８　または各総合窓口センター 

問 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
の
保
険
料
は 

１
万
５
１
０
０
円（
月
額
） 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
（
定
額
）

１
万
５
１
０
０
円
、付
加
保
険
料
は
月

額
４
０
０
円
で
す
。 

※
「
口
座
振
替
」や「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
」で
の
納
付
は
納
め
忘
れ
な
く
便
利

で
お
得
で
す
。 

学
生
納
付
特
例
制
度 

　
学
生
に
つ
い
て
は
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付

特
例
制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

※
手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
と
学
生

証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
を
持

参
し
て
下
さ
い 

※
学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て
は
、

10
年
以
内
（
例
え
ば
、
平
成
21
年
４
月

分
は
平
成
31
年
４
月
末
ま
で
）で
あ
れ

ば
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。 

ど
う
し
て
も
国
民
年
金
保
険 

料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き 

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。 

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず

保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

※
手
続
き
は
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
な
ど
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い 

※
退
職
（
失
業
）
し
た
方
が
申
請
を
行

う
と
き
は
、
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
書
類
と
し
て
雇
用
保

険
受
給
者
資
格
証
、
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
等
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い 

◎
平
成
21
年
度
の
学
生
納
付
特
例

の
受
付
は
、
平
成
22
年
４
月
末
日

で
す
。
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。 

　
　
総
合
窓
口
課
国
保
年
金
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

62-

１
１
１
８ 

　
ま
た
は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー 

問 

問 

問 
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お
知
ら
せ 

 

　
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
２
月
》

▽
慶
弔
費
２
万
５
０
０
０
円（
３
件
） 

▽
会
　
費
５
万
　
３
０
０
円（
９
件
） 

▽
そ
の
他
１
万
６
０
０
０
円（
２
件
） 

▽
合
　
計
９
万
１
３
０
０
円（
14
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

　
入
札
結
果
の
公
表《
２
月
》 

　《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》 

▼
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
（
鷹
巣

処
理
区
Ｍ
Ｐ
１
８
４
）
／
１
７
１
５
万
７

０
０
０
円
／
東
光
鉄
工
㈱
▼
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
設
置
工
事（
阿
仁
合
処
理
区
）／
９

５
５
万
５
０
０
０
円
／
大
館
桂
工
業
㈱
▼

北
部
２
号
幹
線
工
事
（
鷹
巣
処
理
区
そ
の

２
）
／
２
９
１
９
万
円
／
板
倉
建
設
㈱
▼

南
部
１
号
幹
線
工
事
（
鷹
巣
処
理
区
そ
の

３
）
／
３
０
２
４
万
円
／
㈱
芳
賀
工
務
店

▼
面
整
備
工
事（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
２
）／

２
５
２
万
円
／
㈱
大
川
建
設
▼
河
川
災
害

復
旧
工
事（
準
用
河
川
大
堤
川
左
右
岸
）／

３
６
２
万
２
５
０
０
円
／
㈲
ア
ッ
プ
ル
企

画 　
平
成
22
年
度
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付 

　
市
で
は
、
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
が
住
宅
の
増
改
築

を
行
う
際
、
自
力
で
の
整
備
が
困
難
な
世

帯
に
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

対
象
条
件
　
▽
高
齢
者
住
宅
は
、
60
歳
以

上
の
方
と
同
居
し
、
そ
の
た
め
の
居
宅
等

の
整
備
▽
障
が
い
者
住
宅
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
〜
４
級
及
び
療
育
手
帳
Ａ
に

該
当
す
る
方
の
居
宅
等
の
整
備
▽
ひ
と
り

親
世
帯
の
住
宅
整
備 

申
込
期
限
　
10
月
29
日（
金
）※
ひ
と
り
親

世
帯
は
年
中
申
込
み
で
き
ま
す 

貸
付
金
額
　
１
５
０
万
円
以
内 

　
　
▽
高
齢
者
住
宅
…
高
齢
福
祉
課
高
齢

福
祉
班
�

62-

６
６
３
９ 

▽
障
が
い
者
住
宅
…
福
祉
課
障
が
い
福
祉

班
�

62-

６
６
３
７ 

▽
ひ
と
り
親
世
帯
の
住
宅
…
福
祉
課
こ
ど

も
福
祉
班
�

62-

６
６
３
８ 

　
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業 

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
程
度
の
聴
覚
障
が
い
児
に
対
し
て
、

言
語
の
取
得
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
を
促
進
す
る
た
め
、
補
聴
器
の
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班 

　
　
　
　
　
　
　
　 
�

62-

６
６
３
７ 

　
平
成
22
年
度
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て 

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
等
に

お
い
て
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
遺
族

を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

実
施
地
域
　
旧
ソ
連
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
硫
黄
島 

　
　
秋
田
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課 

　
　
　
　 

�

０
１
８-

８
６
０-

１
３
１
８ 

①南鷹巣団地・・・鷹巣字平崎上岱13-2 

 ･簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 

　月　額　9,200円～18,500円　※６戸募集 

②上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 

　木造２階２戸建　３ＬＤＫ 

　月　額　16,400円～24,500円 

③東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1 

　簡易耐火２階建　２ＤＫ 

　月　額　10,500円～15,700円 

④林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★ 

　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 

　月　額　10,400円～15,400円 

⑤長野岱団地･･･米内沢字長野岱102-11★ 

　木造平屋１戸建　３ＤＫ 

　月　額　8,200円～12,200円 

⑥サンコーポラスなかたい住宅 

　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1 

　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ 

　月　額　43,100円　共益費　800円 

　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ） 

〔募集戸数〕　各階１戸（２階を除く） 

※★印の住宅は単身入居不可です 

※⑥の１階には、加齢や身体の障害等によ

り階段の昇降に支障がある方の入居に限り

ます 

【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金） 

【入居資格】 

・収入基準を満たすこと 

・住宅に困窮していることが明らかなこと 

・公租公課を滞納していないこと 

【募集期間】　４月１日（木）～12日（月）土日除く 

【申込み先】　都市計画課／総合窓口課／合川

総合窓口センター／阿仁総合窓口センター 

市営住宅
入居者募集

【現地案内】 

　日時　４月２日（金）又は５日（月） 

　▽森吉地区 9:00～  ▽阿仁地区11:00～ 

　▽鷹巣地区13:30～  ▽合川地区15:30～ 

問 

問 都市計画課 建築住宅班　�72-5246

大館能代空港大館能代空港大館能代空港大館能代空港

問 

耳より情報耳より情報耳より情報
耳より「その１」

▽「特割」が新しく生まれ変わります！ 

　①空席予測に連動した、３タイプの運賃設定！ 

　②搭乗日３日前まで購入可能！ 

▽大館能代～羽田（片道）２２，１００円から！ 

耳より「その２」

▽ド～ンとお得な「スーパー旅割」が大館能代空港便

　にも！ 

▽４５日前までの予約・購入でお得な運賃！ 

▽大館能代～羽田（片道）１０，８００円から！ 

耳より「その３」

▽飛行機の乗り継ぎでも「旅割」「特割」「乗継割引」！ 

▽日本各地へ飛行機を乗り継いでおトクに行ける！ 

（※旅割、特割は購入期限がありますので、ご注意く

ださい） 

耳より「その４」

▽「往復航空券」＋「ホテル宿泊（朝食付）」で、とって

　もお得なホテルパック！ 

▽東京：２９，３００円～　大阪：３１，８００円～ 

（※出発１０日前までにお申し込みください） 

耳より「その５」

▽65歳以上の方の空席利用でとってもお得な「シニ

　ア空割」！ 

▽１人１区間１０，０００円！ 

（※予約不可。当日空席がある場合のみ利用できます） 

大館能代→羽田（東京） 大館能代→伊丹（大阪）

羽田（東京）→大館能代 伊丹（大阪）→大館能代

９:15発→10:25着 

17:45発→19:00着 
13:15発→14:55着 

７:25発→８:35着 

15:55発→17:05着 
11:10発→12:45着 

大館能代空港発着　時刻表

商工観光課 商工労働班　�72-3112

〜平成22年４月１日から

　利用者負担金が変わります〜高齢者障がい者等外出支援サービス事業高齢者障がい者等外出支援サービス事業
　この事業の利用対象者は、おおむね65歳以上の高齢者や障がい者（児）等で公共の交通機関の利用が

困難な方です。 

鷹巣地区から 

合川地区から 

森吉地区から 

阿仁地区から 

300円 

400円 

500円 

800円 

400円 

300円 

400円 

700円 

500円 

400円 

300円 

600円 

800円 

700円 

600円 

300円 

1,000円 

1,300円 

1,300円 

1,500円 

4,000円 

◆ 利 用 者 負 担 金 （ 片 道 ）

鷹巣地区 
まで 

合川地区 
まで 

森吉地区 
まで 

阿仁地区 
まで 

大館市、鹿角市 
能代市まで 

秋田市 
弘前市まで 

利用区間 

※北秋田市民病院への利用は、合川地区までの料金です 

高齢福祉課 高齢福祉班　�62-6639　　福祉課 障がい福祉班　�62-6637問 

〜平成22年４月１日から

　利用者負担金が変わります〜食の自立支援・見守りネットワーク事業食の自立支援・見守りネットワーク事業
　この事業の利用対象者は、おおむね65歳以上の一人暮らし、高齢者のみの世帯又はこれに準ずる世

帯の高齢者や身体障がい者等で調理が困難な方または見守りネットワークを必要とする方です。 

利用者負担金 ４月１日から１食４３０円３月31日まで１食４００円 

問 問 
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人口と世帯数

※２月28日現在住民基本台帳による 

総人口　37,664人（47人減） 

　男　　17,724人（15人減） 

　女　　19,940人（32人減） 

出　生　13人　転　入　34人 

死　亡　53人　転　出　43人 

世帯数  14,569世帯（16世帯減） 

前月比 

■
鷹
巣
図
書
館
�

62-

３
３
１
１ 

■
森
吉
図
書
館
�

72-

３
１
９
２ 

　（
７
、14
、18
、21
、28
、29
日
） 

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
�

78-

９
２
９
０ 

　（
３
、４
、10
、11
、17
、18
、24
、25
、29
日
） 

■
ひ
ま
わ
り
の
家
�

78-
４
０
２
５ 

　
（
５
日
、12
日
、19
日
、26
日
） 

４
月
の
休
館
日

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30

曜 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

電話番号 

69－7311 

60－1055 

62－2882 

62－1146 

62－1101 

62－1155 

63－0105 

69－5300 

62－7001 

62－1400 

60－1055 

62－2261 

63－2700 

82－2351 

63－0515 

69－7311 

63－0105 

62－1101 

62－1146 

62－2882 

72－4501 

78－3161 

62－1155 

62－2261 

63－0515 

60－1055 

63－2700 

62－1400 

69－7311 

62－1146

医 療 機 関 名  

児玉内科クリニック 

うえだクリニック  

藤 原 医 院  

奈 良 医 院  

盛 岡 外 科 医 院  

近 藤 医 院  

佐々木産婦人科医院 

毛利整形外科クリニック 

北 秋 田 市 民 病 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

うえだクリニック  

津 谷 内 科  

たむら内科クリニック 

阿 仁 診 療 所  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

児玉内科クリニック 

佐々木産婦人科医院 

盛 岡 外 科 医 院  

奈 良 医 院  

藤 原 医 院  

公立米内沢総合病院 

国民健康保険合川診療所 

近 藤 医 院  

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

うえだクリニック  

たむら内科クリニック 

石川耳鼻咽喉科医院 

児玉内科クリニック 

奈 良 医 院  

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間 午後６：３０～９：００） 

佐藤　サトさん　（糠沢）　明治43年３月１日生まれ 

1 00歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！

の納期限 税 

軽 自 動 車 税 

４月30日まで 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(
　
歳) 

(
　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳)

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 
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ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
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さ
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さ
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①自分で取りに来られること。各自、積込運搬していただきます 

②転売等、営利目的に使用しないこと 

③１申込みに１人、軽トラック１台分とし、希望が多い場合は抽

選とします 

提
供
条
件
 
◆受付期間　４月13日（火） 午後５時まで ※はがきの場合は13日必着 
◆提供日時　４月26日（月）～27日（火） 午前９時～午後４時 
　（提供日時は抽選後、当落の通知に合わせお知らせします） 

◆申込方法　はがき、ファックス、電子メールのいずれかでお申込み

ください　※電話での受付は致しません 

◆申込記載内容　【氏名】、【住所】、【電話番号】、【搬出希望日時（26・27日

午前・午後）】を記載してください 

　▽申込みが予定数量に達しない場合は、希望される方に２台分以上を

　　提供しますので、希望する【台数】を記載してください 

　▽規定の用紙はありません 

森吉山ダムの伐採木を提供します 軽トラック 
100台分程度 

問 森吉山ダム工事事務所 工務課　�72-5431

◆提供場所　北秋田市森吉字様田地内（森吉山大橋南側下流） 

提供場所提供場所 提供場所 至 妖精の森 

至 阿仁前田阿仁前田 至 阿仁前田 
森吉山大橋森吉山大橋 森吉山大橋 

森吉山ダム森吉山ダム 森吉山ダム 

至 森吉山荘森吉山荘 至 森吉山荘 

はがき宛先：北秋田市米内沢字東川向５ 森吉山ダム工事事務所 工務課

ＦＡＸ番号：0186-72-5113　電子メール：moriyosi@thr.mlit.go.jp
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４
月

18
日

上下水道課・業務班　�７２－３１１３ ◎お問い合わせ 

下水道（小渕）、農業集落排水（道城）

の使用区域が拡大されます

５月３日（月）　集合 ８時30分〜こめつが山荘 

　※昼食、飲み物、雨具等は各自準備ください※昼食、飲み物、雨具等は各自準備ください 

下水道（小渕）、農業集落排水（道城）

の使用区域が拡大されます

供用開始

4月1日（木）

■下 水 道 ■農業集落排水阿仁合処理区の「小渕」 
　　　が新たに加わりました 

「道城」が新たに加わりました 

春のクリーンアップ春のクリーンアップ

（日）

※実施日、時間は地区によって異なる場合

がありますので、事前に地区の自治（町内）

会長さんにご確認ください 

　美しく住みよい街づくりのため、市民

総参加による環境美化運動にご協力をお

願いします。 

◆実施場所　各地域の道路、河川敷、 

公園、墓地、公共広場等 

◎お問い合わせ　生活課環境班 �62-1110 

または各地区総合窓口センター 

　一日も早い機会に下水道・農業集落排水へ加入し、生活環境の改善・向上と公共用水域（河川等）の水

質向上・保全にご協力をお願いします。なお、市では、トイレの水洗化工事を助成するため、無利子の

融資あっせん制度を設けています。希望される方は、排水設備工事の申込みをされる際に、指定工事店

へその旨申し出てください。 

　既に供用開始された区域の皆さんは、水洗トイレへの改造は供用開始から３年以内となっていますの

で、速やかな下水道・農業集落排水への加入をお願いします。 

◆日程

　こめつが山荘発9:00〜森吉神社着10:50〜神事11:00〜

　昼食11:30〜森吉神社発13:30〜こめつが山荘着15:20

◆お知らせ

　○こめつが山荘前駐車場は狭いため、車は旧森吉スキー

　　場駐車場へお願いします

　○雨天中止（小雨決行）　※当日現地で決定します

◎申込み・お問い合わせ

　商工観光課　�72-5243　　 72-3226

　Ｅメール　kankou@city.kitaakita.akita.jp

５月３日（月）　集合 ８時30分〜こめつが山荘 

　※昼食、飲み物、雨具等は各自準備ください※昼食、飲み物、雨具等は各自準備ください 

５月３日（月）　集合 ８時30分〜こめつが山荘 

　※昼食、飲み物、雨具等は各自準備ください 

◆申込み

　４月23日（金）までに、「住所」、「氏名」、「年齢」、

　「電話番号」をお知らせください

森吉 山 山 開 き  森 吉 山 山 開 き  森 吉 山 山 開 き  

参加無料

◆日程

　こめつが山荘発9:00〜森吉神社着10:50〜神事11:00〜

　昼食11:30〜森吉神社発13:30〜こめつが山荘着15:20

小渕駅 
道城児童館 

鹿島神社鹿島神社 鹿島神社 

風張橋 

◆時間　早朝１時間程度◆時間　早朝１時間程度
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